
長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第 2∩集

KONYA― SITE

紺屋遺跡 ―第 1次発掘調査報告書―
県営広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査



長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第20集

糸日

「

,蜃董沌董:i功い _第 1次発掘調査報告書―

県営広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

2001. 3

長坂町教育委員会

峡北土地改良事務所



長坂町は広大な八ヶ岳南麓のほぼ中央に位置し、国蝶オオムラサキの生息地として全国的

に知られているように、自然に恵まれた高原の町です。それとともに、およそ200ヶ所に上る

遺跡の密集地帯としても知られています。

長坂町教育委員会では各種の開発事業に際し、このように数多い遺跡の保護をはかりつつ、

必要に応じて発掘調査を実施し、記録として遺跡の内容を後世に伝えるための文化財保護事

業を推進しております。

本書は平成10年度に県営広域営農団地農道整備事業にともない発掘調査を実施した紺屋遺

跡の調査報告書です。紺屋遺跡では縄文時代の集落、平安時代の集落、中世の墓地が多数の

遺物とともに発見されました。中でも、中世の墓地からは五輪塔が数多く出上し、最近発掘

調査された高根町横森赤台 (東下)遺跡や韮崎市石之坪遺跡 (東地区)か らも紺屋遺跡以上

に五輪塔が多数出土しており、それらの遺跡との比較が注目されます。また、第 2次調査で

発見された方形竪穴状遺繕との集落内における位置関係等も興味深いものがあります。

最後に、紺屋遺跡の調査にあたり、格別なご理解をいただいた長坂下条地区の皆様をはじ

めとする関係各位に厚く御礼申し上げます。本書が広く教育や研究の場で活用されることを

期待しています。

200μ午 3月

長坂町教育委員会

教育長 瀬 戸 龍 徳



例    言 凡   例

1.本書は、1998(平成10)年度に実施した山梨県北巨  1.掲 載した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則として下
摩郡長坂町長坂下条字紺屋地内に所在する紺屋遺跡の   記のとおりである。
第 1次発掘調査報告書である。              遺構 調査区全体図 :1/100

住居跡。竪穴状遺構・溝 :1/60

2.発掘調査は、県営広域営農団地農道整備事業に伴う      炉・カマド:1/30
事前調査であり、山梨県峡北土地改良事務所より委託      土坑・五輪塔集中地点・五輪塔散在地点 :1/30
を受けて長坂町教育委員会が実施したものである。     遺物 縄文土器 :1/3ま たは1/4

黒曜石原石 :2/3

3。 本書の執筆・編集は、村松佳幸 (長坂町教育委員会      石皿 。台石 :1/6
学芸員)が行った。                      それ例外の石器 :1/3

土師器・須恵器・灰釉陶器 :1/4

4。 発掘調査および整理作業において一部の調査・業務      鉄滓 :1/3  五輪塔 :1/6  古銭 :2/3
を以下の各機関・各位に委託および依頼した。

基準′点測量・航空測量   いシン技術コンサル    2.第 1図 は、株式会社写測2000年調製、1/25,000長 坂
人骨鑑定   梶ヶ山員里 (国立科学博物館 人類研   町全図 (国土地理院発行1/25,000地形図を複製したも
究部 非常勤研究員)                 の)を基に作成した。

5。 遺構・遺物の写真撮影は村松が行った。        3.第 2図は、国際航業株式会社1994年調製1999年修正、

1/10,000長坂町全図を基に作成した。

6。 本報告書に関わる出土品及び記録図面 。写真等は、

長坂町教育委員会に保管している。           4.遺 構図版中の遺物分布図のマークは各図版中に示し

てある。

7.発掘調査および報告書作成にあたっては、下記の方々

に多大なご指導、ご教示を賜った。記して深く感謝の  5。 遺構・遺物図版中のスクリーントーンは以下のとお

意を表す次第である。 りである。

畑大介 宮澤公雄 平野修 櫛原功― (山梨文化財研     黒色土器 ■■―1  須恵器

究所)間 間俊明 (韮崎市教育委員会)渡 邊泰彦 (大     灰釉陶器 |  1 石器作業面
泉村教育委員会) 野代幸和 (山梨県埋蔵文化財セン     被熱部  |  1  煤
ター) 出澤力 (佐久市教育委員会) 長谷川誠 (國
學院大學大学院生 ) 6.拓影図で両面を載せてあるものは、断面左側が外面、

右側が内面である。

7.遺構および遺物写真の縮尺は統一されていない。

8.遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

9.五輪塔・宝医印塔もしくは六地蔵鐘の計測箇所は次

のとおりである。
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空風輸   ‐

A:空輪の最大幅
B:空輪の下端幅
C:風輪の最大幅
D:風輪の下端幅
E:空風輪の最大長
F:空輪の最大長
G:空風輪の溝の幅
H:風輪の最大長
|:空風輪の最大厚
」:ほでの最大長または下端の扶

りの深さ

K:ほ での幅

水輪

A:水輪の最大幅
B:水輪の最大長
C:水輪の上面最大幅
D:水輪の下画最大幅
E:水輪の上面狭りの深さ
F:水輪の下面狭りの深さ
G:水輪の最大厚
H:水輪の上画最大厚
I:水輪の下画最大厚

火輪

A:火輪の最大幅
B:火輪の最大長
C:風輪受部から軒隅上端ま
での長さ

D:軒隔の長さ
E:軒隅下端から水輪接地部
までの長さ

F:風輪受部から軒中央上端
までの長さ

G:軒中央の長さ
H:軒中央下端から水輪接地
部までの長さ

I:風輪受部の幅
」:軒の幅

K:火輪の最大厚
L:風輪受部の厚さ

宝盤印塔 もしくは

六地蔵嵯

A:宝珠形の最大幅
B:宝珠形下端の幅
C:張 り出し部の幅
D:軸の幅
E:相輪の残存長
F:宝珠形の長さ
G:張 り出し部の長さ
H:軸 の残存長
I:堂珠形の最大厚

地輪

A:地輪の最大幅
B:地輪の最大長
C:地輪の最大厚
D:地輪下画の幅
E:地輪下面の厚さ
F:地輪下画の凹みの深さ
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第 1章 調査の経過と概要

第 1節 発掘調査に至る経過
山梨県峡北土地改良事務所は、八ヶ岳南麓を縦横断す

る広域営農団地農道整備事業を推進しており、1993(平

成 5)年、長坂町に対し事業条を提示した。計画路線上

に埋蔵文化財包蔵地が数ヶ所あたるので、同年度に長坂

町教育委員会が試掘調査を実施した。その結果、いくつ

かの遺跡が確認され、発掘調査が行われている。長坂下

条字紺屋地内においても、試掘調査で平安時代の遺構が

確認され、遺跡の存在が明らかになった。

1998(平成10)年 4月 に土地改良事務所から文化庁長

官あてに埋蔵文化財発掘の通知が提出され、長坂町教育

委員会による直営方式の発掘調査を実施することになっ

た。同年12月 に調査を開始し、埋蔵文化財発掘調査の報

告を行った。発掘調査は約 3ヶ 月を要し1999(平成■ )

年 3月 11日 に現場調査を終了し、同年 3月 17日 に長坂警

察署に遺物発見届を提出した。整理作業は、他事業 との

関係で、2000(平成12)年 4月 から開始し、翌2001(平

成13)年 3月 に終了した。

第 2節 発掘調査の概要
紺屋地内における農道建設予定地は約1,800m2であり、

1998(平成10)年度では第 1次調査として、その西端の

315m2を発掘調査した。翌年度には第 2次調査として残り

の1,4oom2を 、長坂町から委託を受けた紺屋遺跡発掘調査

団が発掘調査している (宮澤2000)。

調査区に発掘調査 。遺構測量の基準として 5m間隔の

グリッドを設定し、東から西方向に47～ 54、 北から南方

向にU～ Xと グリッド番号を付けた。番号が中途半端な

のは、同年度に紺屋遺跡の東側で、龍角西遺跡B区の調

査をしており、その調査区を含めたグリッド番号を付け

たためである。つまり、龍角西遺跡B区から1あ るいは

Aか ら付けているからである。

調査は、表土層があまり堆積しておらず、樹木の切 り

株が所々散左 していたため、重機による表土崇Jぎは行わ

ず、人力で遺構確認面まで掘削していった。その後、丁

寧に遺構面の精査を行い調査を進めていった。遺物は原

則として光波測量機で出土原位置を記録し、小さいもの

に関してはグリッドー括としてまとめて取り上げた。遺

構を確認した後は、その遺構の範囲の中から出上してい

るものについては、その遺構出上のものとして取り上げ

ていった。遺構は土層断面・遺構平面図・遺物出土状況

図等を平板実測あるいは簡易造り方等の手作業により図

化していった。全体図は空中写真測量で図化した。また、

調査の状況に合わせ、写真撮影を行った。

調査後は、洗浄・注記等の基礎整理を平成10年度に終

了したが、本格的な整理作業は平成12年に行 った。

発見された遺構は、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡 2

軒、土坑 5基、平安時代の竪穴住居跡 3軒、中世の墓10

基、火葬墓または火葬施設 2基、五輪塔集中地点 2ヶ 所、

五輪塔散在地点 lヶ所、時期不明の竪穴状遺構 1基、溝

1条、土坑22基、ピット7基である。出上遺物は、縄文

時代の上器・石器、平安時代の上師器・須恵器・陶器・

鉄滓、中世の五輪塔・土師質土器 。かわらけ 。灰釉陶器・

古銭が出上している。

第 3節 基本層序
ここで紺屋遺跡の基本層序を述べておく (第 14図 1号

住東西土層断面参照)。遺跡が台地上に立地しているため

堆積は浅く、表上下40～ 50cmで遺構確認面の黄褐色ロー

ム層となる。その上の堆積は 3層に分けられ、一番上に

表土 (黒色腐植土)があり、その下に褐色上が 2層 ある。

下位の褐色土は上位のそれより暗い色相である。遺構確

認面では、堆積の浅さのため縄文・平安 。中世の各遺構

が同時に確認されるが、平安・中世の遺構覆土は、縄文

のそれより色が暗い。

第 4節 発掘調査組織
事業主体  長坂町教育委員会

事 務 局  教 育 長 月ヽ松清寿 (～平成 12年 9月 )
瀬戸龍徳 (平成12年 10月 ～)

教育課長 植松 忠 (～平成12年 3月 )
三井 茂 (平成12年 4月 ～)

教育係長 小松武彦 (～平成12年 7月 )

坂本美男 (平成12年 7月 ～)

調 査 担 当 村松佳幸

試 掘 担 当 小宮山隆

調査補助員 吉田光雄

発掘作業員 横山幸男  國府田孝吉 植松重雄

塚原袈裟重 小林松男  相吉いわと

小林はる代 秋山かつゑ 八巻重子

小林 裕  小林敏恵  月ヽ林立枝

渡辺早月  大柴富子  畑 梅子

名取初子  小尾 トヨ子 宮原征人

田中玲子  小澤功子

整理作業員 長田加代子 丼出仁美  石川昭江

奈良裕子  小林広美  山本理奈

深沢憲子  日向登茂子 清水純代

橋本はるみ 橋本 彩
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境
紺屋遺跡の所在する北巨摩郡長坂町は、山梨県の北西

部に位置し入ヶ岳南麓に立地する、南北約18km、 東西約

6 kmの細長い町である。入ヶ岳の山体が崩壊し起こった

韮崎火砕流によって形成された台地上にあり、標高は北

端の八ヶ岳権現岳が頂点で2,786mを測り、南端はJR日

野春駅の南側で約490mである。標高1,200m以上が急峻

な山岳地帯になっており、それ以下は比較的緩やかな地

形となり、八ヶ岳南麓高原や長坂台地、八ヶ岳南麓低地

等が広がる。長坂町南端より南は、泥流台地を釜無川と

塩川の浸食作用によって形成された通称七里岩と呼ばれ

る浸食崖が形成されている。

八ヶ岳南麓には、比較的多くの湧水があり、これを水

源とする小河川は南流し浸食作用によっていくつもの音

状台地を形成している。台地上は水利が悪いため、豊富

な水量の湧水を引いて開発した潅漑用水や潅漑用溜池が

数多く、県下で最も溜池の多い地域となっている。また、

それを利用した水稲耕作が行われ、古くから入ヶ岳南麓

地域でも有数の水田地帯となっている。

紺屋遺跡の所在する長坂下条地区は、町南部のほぼ中

央に位置し、標高が660mである。長坂下条地区は、東を

流れる鳩川と西側を流れる大深沢川とに挟まれた台地に

位置する。その台地が長坂台地と呼ばれ、 JR中央本線
や県道茅野・小淵沢・韮崎線 (通称七里岩ライン)が南

北に縦断し、入ヶ岳南麓の主要交通路として利用されて

いる。この台地上にも小河川による浸食によって大小の

入り組んだ尾根が形成されている。本遺跡もその入り組

んだ尾根の一つに立地する。

今回の調査原因になっている広域農道は、県道茅野・

小淵沢・韮崎線を東西に横断するように建設され、比較

的南北方向に走る主要道路のいくつかを、東西に結漆役

割を担うことになる。

第 2節 歴史的環境
八ヶ岳南麓は、県内でも有数の遺跡密度の濃い地域で

ある。その中でも長坂町は遺跡が数多く分布し、これま

でに208ヶ所ほどの遺跡が確認されている。紺屋遺跡の立

地する台地上も遺跡が数多く存在し、長坂町内でも遺跡

の分布が濃い地域である。

長坂上条遺跡は、昭和16年史前学研究所の大山柏氏を

中心に山梨県初の学術調査が行われた遺跡として有名で

ある(大山柏他1941)。 縄文時代後晩期の配石墓群が発見

され、弥生時代の遺物も出上している。また、現山梨県

酪農試験場地内にある酒呑場遺跡は、縄文時代前期から

中期にかけての大集落跡である。1994(平成 6)～ 1996(平

成 8)年に山梨県教育委員会によって発掘調査が実施さ
れ、縄文時代前期～中期の住居跡200軒以上が発見されて

いる (野代 1997、 保坂 1997・ 1998)。 遺物も、縄文時代中

期を主体にして早期から後期 までの上器 。石器が整理箱

1,400箱分にものぼ り、極めて多量の遺物が出土してい

る。中でも漆塗 りの上器片、ヒスイ原石および垂飾、土

偶、映状耳飾、サメの歯状垂飾、土棒、土製蓋等が出土

し、遺物の内容 も豊富である。それと合わせて古墳時代

前期の集落も発見されている。長坂上条遺跡と酒呑場遺

跡は台地の上 と下の関係で位置しており、縄文時代の中

期までは台地上の平坦部に集落を構え、後期になると台

地の下の低地へ集落を移動していったと考えられる。

紺屋遺跡周辺でも、いくつかの遺跡が発掘調査されて

いる。北村遺跡は、紺屋遺跡から谷を挟んで西へ約300m

ほどの所に位置する、古墳時代前期の方形周溝墓 6基が

発見された遺跡である(小宮山1996)。 広域農道整備に先

立ち1994(平成 6)～ 1995(平成 7)年にかけて長坂町

教育委員会が発掘調査を実施 し、方形周溝墓の墳丘がほ

ぼ完全な状態で発見され、中には墳丘上に上器が供献さ

れたままの状態で残されているものもあった。

龍角西遺跡は、県道を狭んで紺屋遺跡の東に位置し、

1997(平成 9)～ 1998(平成10)年にかけて発掘調査が

行われている。第 1次調査は調査区の北部の台地上を調

査 し、古墳時代前期末から中期の竪穴住居跡10軒、平安

時代の竪穴住居跡 5軒、掘立柱建物跡 3棟などが発見さ

れている。第 2次調査は台地の南西側の谷部 と紺屋遺跡

へ とつながる台地を調査 し、平安時代の竪穴住居跡 2軒、

中世の建物跡 2棟、掘立柱建物跡 3棟以上、溝、土坑、

道路状遺構などが発見されている。

1991(平成 3)年には龍角西遺跡に隣接する龍角遺跡

で発掘調査が実施されており、古墳時代中期の住居跡が

数軒発見された。八ヶ岳南麓で古墳時代前期末から中期

にかけてのまとまった集落の調査例はなく、県内でも特

に資料の少ない古墳時代中期の上器編年および集落研究

にとって、貴重な資料となった。

その他、紺屋遺跡周辺には長坂氏の屋敷と言われてい

る長坂氏屋敷跡 (町指定史跡)を はじめ、三井氏館跡、

相吉氏屋敷、上松 (植松)氏屋敷等の屋敷跡が知られて

いるが、詳細は不明である。
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第 3章 遺構 と遺物

第 1節 縄文時代
2号住居跡

(位置)V-48・ 49・ 50グ リッドに位置する。

(重複)5号土坑と重なる。

(形状)住居壁がセクションでしか確認できなかったた

め、形状は不明である。おそらく円形であろう。

(規模)北側1/3が調査区外である。住居跡の直径は土層

断面での観察によると約 6mであろう。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)地床炉が住居中央に構築されている。主柱穴は

調査区内で 4基確認できた (2P・ 4-lP,7P・ 10
P)。 おそらく6本柱穴になるであろう。また、住居内の

ピットは以下のとおりである。(数値は長径×短径×深さ

の順、単位はcm。 ()付 き数値は残存値。以下他の住居内

ピットも同様の表記とする。)

lP 50× 44.5× 43.5    6P 59× 51X26.4

2P 50.1× 46.5× 28.1   7P 46.5× 48× 34

3P 36× 33× 27.1      8P 29.5× 24.5× 19.2

4-lP(55.5)× 58× 45.5 9P 41× (23)× 23

4-2P(43)× (46.5)× 9。 410P 31× 29× 17.3

5P 66× 41.5× 40。 7    1l P (57)× 34X17.5

(遺物)第 5図。出土土器のほとんどが藤内式である。

石器は横刃形石器 1点、凹石 1点の 2点だけである。

(遺物出土状況)遺物量は少なく、ほとんどが床面に近

い高さから出上している。

(時期)出土土器より縄文中期中葉の藤内式期 と考えら

れる。

(備考)住居内に 5号土坑があり、第■図 1が出上して

いる。出土遺物から5号土坑は藤内式期であり、両者と

も同じ時期でなので、 5号土坑は 2号住居跡内の上坑で、

貯蔵穴であった可能性も考えられる。

3号住居跡

(位置)V-50・ 51・ 52、 W-51・ 52グ リッドに位置す

る。

(重複)1号・35号土坑に切 られている。

(形状)住居の立ち上がりが西側でしか確認できなかっ

たため、はっきりとは言えないが、おそらく円形であろ

う。

(規模)北側約1/4が調査区外である。残存している住居

壁とセクションで確認できる壁の立ち上がりで6.43mを

測る。

(床面)硬化面は確認できなかった。

(施設)地床炉が住居中央に構築されている。地床炉内

から礫が数点出上している。住居内ピットは以下のとお

りである。

lP 31.5× (10)× 29.6

2P 23× 22.5× 63.9

3P 25。 5× 26× 59.3

4P 30,5× 32× 29

5P 30.5× 30X18.7

以上のピットはどれも3号住居跡の主柱穴である。お

そらく調査区外に柱穴があり、調査区内のピットの配置

から推定すると 7本柱穴になると考えられる。

(遺物)第 8図 1は藤内式である。下半部を中心に全体

の約1/3が欠損している。器形は胴部が寸胴なキャリパー

形である。 4単位の波状口縁であり、波頂部の 1つに独

立した渦巻隆帯文があり、それが正面になる。それ以外

は、波頂部で渦を巻 く隆帯の端が口唇部に沿って伸びて

いるが、正面向かって左側には弧状の隆帯のみが口唇部

に施される。正面と裏面の渦巻隆帯文の下には右側が横

に流れて渦を巻 く逆U字文が施され、その周辺をパネル

文で充損されている。一部に三角押文が施されている。

第 9図 2～ 34・ 39は藤内式、35～38は新道式であろう。

26は樟形をした深鉢であり、胴部にサンショウウオ状の

抽象文が施されている。

石器は打製石斧 3点、横刃形石器 2点、凹石 1点、石

皿 1点である。なお、第10図42の打製石斧と43の薄片は

接合するので、 3号住居跡付近で打製石斧を製作あるい

は再生していたことが分かる。

(遺物出上状況)遺物量は 2号住居跡と比べると多い。

第 8図 1は住居跡覆土中から出上している。口縁部から

底部にかけての破片が重なるように出上しているので、

住居が埋没した後、その場所に土坑を掘り、埋めた可能

性もある。

(時期)出土土器より縄文中期中葉の藤内式期であろう。

(備考)住居内に33～ 35号土坑がある。33号土坑はその

南側に第10図47の石皿が上坑にかかるように伏せられて

いたので、その住居に伴うものと考えてよいであろう。

34号土坑も、柱穴との切 り合いがなく、断面形態が袋状

を呈しているので、おそらく3号住居跡の貯蔵穴であろ

う。35号土坑は柱穴 4号ピットと切り合っているので、

3号仁居跡には伴わないであろう。35号土坑の遺構プラ

ンを確認したとき4号ピットは確認できなかったので、

35号土坑が 4号ピットを切っており、 3号住居跡より新

しいと考えられる。

5号上坑

(位置)V-49グ リッド。 (重複)2号住居跡内に含まれ

る。 (形状)ほぼ円形である。 (規模)長径0.86m、 短径
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0。 705m、 深さ0.173～ 0。 243mである。 (遺物)第■図 1。

パネル文を施された藤内式の底部である。 (時期)出土土

器より縄文時代中期中葉の藤内式期である。 (備考)2号

住居跡と同じ藤内式期なので、 2号住居跡の貯蔵穴であ
った可能性がある。

23号土坑

(位置)X-49。 50グ リッド。 (重複)な し。 (形状)ほ

ぼ円形を呈する。 (規模)長径 (0.86)m、 短径 (0,79)
m、 深さ0。 37～ 0.42mである。 (遺物)出土していない。

(時期)お そらく縄文時代であろう。 (備考)図示しなか

ったが、土坑の断面形状がやや袋状を呈していたため、

縄文時代のものと判断した。

33号土坑

(位置)W 51グ リッド。 (重複)3号住居内にある。 (形

状)不整楕円形をしている。(規模)長径0.88m、 短径0.69

m、 深さ0.1l mである。 (遺物)出上していない。 (時期)

おそらく縄文時代と考えられる。 (備考)土坑の南壁の外

側で、第10図47の石皿が伏せられた状態で出上している。

34号土坑

(位置)V-51グ リッド。 (重複)3号住居内にある。 (形

状)ほぼ円形である。 (規模)長径0.49m、 短径0.5m、

深さ0.48～ 0.502mを測る。 (遺物)出上していない。 (時

期)おそらく縄文時代と考えられる。 (備考)3号住居跡

内にあり、土坑の断面形状が袋状を呈しているので、 3

号住居跡の貯蔵穴であった可能性がある。

35号上坑

(位置)W 51グ リッド。 (重複)3号住居内にある。 3

号住居跡の 4号ピットを切っている。 (形状)ほぼ円形で

ある。 (規模)長径0.69m、 短径0.61m、 深さ0.43mを 測

る。 (遺物)出上していない。 (時期)おそらく縄文時代

と考えられる。 (備考)土坑の断面形状が袋状を呈してい

るので、貯蔵穴であった可能性がある。 3号住居跡の 4

号ピットを切っているので、 3号住居跡が廃絶された後、

作られたものであろう。

遺構外出土遺物

第■・12・ 13図 2～ 69。 縄文時代の遺構以外から出土

した縄文時代遺物をまとめた。上器はほとんど縄文中期

中葉の藤内式である。図示した石器は打製石斧 3点、横

刃形石器 1点、磨石 1点、棒状礫 1点、黒曜石原石 3点

である。棒状礫はハンマーとして使用されたかもしれな

い。黒曜石原石はすべて 1号溝から出上している。

第 2節 平安時代
I号住居跡

(位置)U-47、 V-47・ 48グ リッドに位置する。

(重複)な し。

(形状)約 1/3が調査区外なので、全体の形態は不明であ

るが、おそらく長方形であろう。

(規模)長径5.29m、 短径 (2.815)m、 深さ0.264～ .0392
mを測る。

(床面)カマ ド前面から中央部にかけて少 し硬化 してい

る。

(施設)東壁にカマ ドが築かれ、カマ ド南脇の住居南東

隅に貯蔵穴がある。カマ ドは袖部が残っておらず、上部

に数個の礫が出上している。住居内ピットは以下のとお

りである。

lP 86.5× 65× 30.3    8P 98.5× 73.5× 21

2P 34× 26× 29.7     9P 22.5× 20.5× 6.8

3P 17× 14.5× 18.2    10P 19× 15.5× 23.7

4P 31× (24)× 16.1    1l P 57× (39)X28.9

5P 18.5X16× 42.5    12P 31× 26.5× 27.2

6P (50.5)× 50.5× 16  13P 36.5× 28× 30.4

7P 37.5× 33× 27.4

なお、南壁の中央にピットが 2つ並んで発見されてい

る。ここが入り口部として、階段のような施設が作られ

ていた可能J14も ある。

(遺物)第 18・ 19図。 1は甲斐型不で内面が黒色処理さ

れている。 2～ 7は黒色土器で、 3の体部外面には「春」

という刻書がある。 8～ 20は須恵器、21は陶器で22は灰

釉陶器である。23～ 48は甲斐型甕で、中でも38～ 41は小

型のものである。各土器の詳細は第 4表に譲る。

(遺物出土状況)第 15。 16図。出土土器のほとんどが上

師器であり、その中でも甲斐型甕の出上が圧倒的である。

黒色土器・須恵器・陶器はその順に出土量が少なくなっ

ている。住居における土器の出土状況は、カマ ド周辺か

ら住居南側にかけて多数出土している。出土レベルをみ

ると、床面から覆土上層まで間隔を開けず出上している。

土師器では甲斐型甕が圧倒的で、カマ ド周辺に多い。甲

斐型不は小片ばかりで、図示出来るものはほとんどなか

った。黒色土器は全部が不で、カマ ド周辺および住居南

側に多く出土している。須恵器は甕・不が同じくらい出

上しており、カマ ドからやや離れた場所からの出土が多

Vヽ。

(時期)住居内から出上した甲斐型不小片のほとんどに

暗文が施されておらず、また、日縁部の玉縁化が進んで
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いるものが多いので、甲斐型土器編年XI～�朗 と考えら

れる。

4号住居跡

(位置)X-54グ リッドにある。

(重複)11、 12-1、 12-2、 18-1、 18-2号土坑に

切られている。

(形状)東壁以外は撹舌とを受けていたり、調査区外であ

ったりして、全体の形状は不明である。

(規模)残存長 (2.81)m、 残存幅 (2.43)m、 深さ0.344

Hi。

(床面)カマ ドの全面が少し硬化 している。

(施設)カマ ドが東壁に構築されている。しかし、11号

土坑により北側半分が壊されており、南側の袖部しか残

っていなかった。粘土と礫で構築されている。住居内ピ

ットは以下の とお りである。

lP 34.5× 30× 5.3

2P 29× 21.5× 6.6

3P 31.5× 21× 7

4P 25× 23.5× 21。 1

5P 20.5× (12)× 7.3

6P (21.5)× 31× 5.2

7P (35)× (43)× 10,9

(遺物)第 22図。 1～ 5は 甲斐型不で、 6は 甲斐型皿で

ある。 1・ 2・ 6は暗文が施され、 3～ 5は暗文がない。

3,4は 暗文がなくXI期の甲斐型不とも考えられるが、器

形は底部が大きく体部の立ち上がりがややきつ く古い様

相を呈 しているので、そちらを重視 してⅧ期 と考えたい。

7は甲斐型甕、13～ 21は黒色土器である。 14。 17・ 18は

高台不、21は蓋である。22～ 26・ 28・ 29は須恵器で、27

は土師器蓋のつまみ部である。各土器の詳細は第 4表に

譲る。

(遺物出土状況)第21図。カマ ドを含め東壁が、中世の

土坑に壊されてしまったので、カマ ド周辺からの上器の

出土は少なく、住居中央に多い。土師器・黒色土器・須

恵器・陶器の順で出土量は多いが、 1号住居跡と比べる

と、土師器の割合が低 く、黒色土器とあまり変わらない

ようである。土師器の中では甕と不がほぼ同じ割合で出

上し、甕はカマ ド周辺に多く、不は住居中央に多い。黒

色土器はほとんどが不であり、住居中央に多い。須恵器

は甕と不がほぼ同じぐらいの量で、住居中央の床面に近

い高さから出上している。

(時期)第 22図 3・ 4は 甲斐型土器編年ⅧI期であるが、

1・ 2は IX期である。出土状況も 3・ 4が 1'2よ り下
にあるようにも見えるが、撹乱が多く確実ではない。よ

って、住居の時期は幅を持たせてⅧ～Ⅸ期としておく。

灰釉陶器片は出上しておらず、古い様相であると言える。

5号住居跡

(位置)V-48・ 49、 W-48・ 49グ リッドに位置する。

(重複)37号土坑と重複している。

(形状)ほ ,F長方形

(規模)長径4.54m、 短径3.61m、 深さ0.319～ 0.57mで

ある。

(床面)南半分が硬化している。特にカマ ド全面が硬化

の度合いが強い。

(施設)東壁南寄 りにカマ ドが構築されている。カマ ド

に天丼石はなかったが、左右の袖石は残っており、礫と

粘土で構築されている。カマ ド中央には支脚石が立った

ままの状態で残っていた。煙道は住居の壁からわずかに

外に張り出す ぐらいで短い。カマ ドの南脇の住居跡南東

隅に貯蔵穴が作られている。住居内ピットは以下のとお

りである。

lP 28× 26× 5.8

2P 107× 63× 29.2

3P (35)× 31.5× 21

4P 37.5× 31× 18.4

なお、 1号住居跡と同様に南壁に 2つのピットが並ん

で発見されている。入り口施設に付属するものと考えら

れる。

(遺物)第 27・ 28図。 2～ 8は 甲斐型不、 9・ 10は甲斐

型皿、11～ 17は甲斐型甕、18は ロクロ甕、19は土師器甕、

20～ 31は 黒色土器である。28は高台付皿で、底部外面に

「×」の刻書がある。刻書は土器を焼成する前に付けて

いる。32～ 40は ロクロ甕、41～ 47・ 49は須恵器、50は鉄

滓である。48は灰釉陶器の高台付辱で、高台の形態から

黒笹90号窯式の第 2段階と考えられる(斎藤2000)。 その

段階は年代で言うと860～ 880年である。第24図 1は偏平

な礫である。表面は赤化しており、また煤が付着してい

る。カマ ドの前面に置かれていたので、調理時に使用さ

れていたであろう。各土器の詳細は第 4表に譲る。

(遺物出上状況)第 25。 26図。 1号 。4号住居跡と同じ

く土師器・黒色土器・須恵器・陥器の順 |こ出土量が多い。

土師器は甕が多く、カマ ド周辺からの出土が多い。黒色

土器はlThがほとんどで、同じくカマド周辺に多く出土し

ている。須恵器・陶器は甕多く、南西隅に多く出土する。

遺物の出土レベルをみると、床面近くからの出土遺物

群と覆土上層出土遺物群との間に多少の間隔があり、住

居跡が埋没する課程で、土器の廃棄に時間差があると考

えられる。しかし、上層と下層で接合例があるので、一

概に言えない。なお、下層の方が実測可能な遺物が多く

出土している傾向がある。

(時期)第 27図 1～ 4よ り甲斐型土器編年X期である。

また、48の灰釉陶器高台付不もほぼ同じ年代である。
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第 3節 中  世
墓 坑

7号土坑

(位置)X-52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)不整円

形 を呈す る。 (規模)長径1,185m、 短径 0。 93m、 深 さ

0.593～ 0。 768mを 計る。 (遺物)底部近 くから人骨片と歯

が出上し、鑑定結果より壮年 (20～ 30オ台)前半の歯で

ある。 (時期)こ の上坑からは時期決定できる遺物が出土

していないが、周辺の土坑と合わせて考えると、中世で

あろう。 (備考)人骨が出上しているので、墓坑である。

H号土坑

(位置)X-53・ 54グ リッド。 (重複)4号住屋跡を切っ

ており、カマ ドを壊 している。 (形状)楕円形を呈する。

(規模)長径0.78m、 短径0.57m、 深さ0.58～ 0。 734mで

ある。 (遺物)平安時代の甲斐型甕片数点と古銭3点 と歯

が出土している。古銭は第38図 59。 60であり、 1点は錆

で銭貨名力`確認できなかった。歯は鑑定結果より月ヽ児 (10

才前後)の ものである。 (時期)古銭が出上しているので

中世であろう。(備考)歯が出上しているので墓坑であ

る。

12-1号土坑

(位置)X-54グ リッド。 (重複)12-2号土坑を切って
いる。(形状)円形である。(規模)長径0.53m、 短径 (0.48)

m、 深さ0。 19～ 0.28mを計る。 (遺物)古銭 6点 と平安時

代の甲斐型甕と黒色不の小片が出上している。古銭は第

38図 61・ 62・ 63・ 64である。残 りの 2点は銭貨名が確認

できなかった。 (時期)古銭が出上しているので中世であ

ろう。 (備考)おそらく墓坑であろう。

15号土坑

(位置)X-53グ リッド。 (重複)16号土坑を切ってい

る。 (形状)ほぼ長方形である。 (規模)長径 (0.88)m、

短径0.74m、 深さ0.427～ 0.589mを 測る。 (遺物)人骨と

歯が出上している。鑑定結果より壮年女性である。(時期)

上坑から時期決定できるようなものは出土していないが、

周辺の上坑と合わせて考えると中世であろう。 (備考)人

骨が出土しているので、墓坑である。

16号土坑

(位置)X-53。 54グ リッド。 (重複)15'17号土坑に切

られる。 (形状)不整楕円形であろう。 (規模)長径 (1.18)

m、 短径 (1.21)m、 深さ0。 992～ 1.013mを 測る。 (遺物)

古銭 6点 と人骨が出上している。古銭は第38図 67・ 68・

69・ 70。 71であり、残りの1点は銭貨名が確認できなかっ

た。人骨は骨粉なので、性別年齢は不明である。 (時期)

古銭が出土していることから中世と考えられる。 (備考)

人骨が出上しているので、墓坑である。長軸1.08m、 短

軸0.64mの不整長方形の上坑になり、その土坑の上層に

20～ 40cm大の礫が巡らされている。15号土坑に切られて

いる片には礫がなく、15号土坑を作るときに邪魔になっ

て抜き取られたのであろう。また、その礫はどれも土坑

中心側に落ち込むように傾いており、遺体 を入れていた

桔が腐って崩れ、その中の隙間に上の上が入り込み、そ

の上にあった礫も一緒に沈み込んでいったのであろう。

17号土坑

(位置)X-53グ リッド。 (重複)16号土坑を切ってい

る。(形状)楕円形である。(規模)長径0.59m、 短径 (0.43)

m、 深さ0.57～ 0,63mである。 (遺物)な し。 (時期)こ

の上坑から時期決定できるようなものは出上していない

が、周辺の上坑と合わせて考えると中世 と考えられる。

(備考)土坑の上部に10～ 30cm大の礫が蓋をするかのよ

うに置かれている。おそらく墓坑であろう。

18-1号土坑

(位置)X-54グ リッド。 (重複)18-2上坑を切ってい

る。 (形状)ほぼ長方形を呈する。 (規模)長径0,78m、

短径 (0.425)m、 深さ0.42～ 0.761mを計る。 (遺物)か

わらけ 2点、古銭 6点、人骨が出土している。かわらけ

は第38図 54・ 55、 古銭は第38図 72・ 73・ 74・ 75である。

人骨は頭蓋骨および大腿骨等が残っており、北枕側臥届

身状態で埋葬されていた。鑑定結果より壮年男性である。

遺体の上部に蓋をするように10～ 30cm大の礫が覆ってお

り、中央がくばんだ状態で出土しているので、おそらく

構に入れられて埋葬されたと思われる。足の周辺から古

銭が出土している。かわらけは土坑の西壁付近から2枚

隣接して出上している。 (時期)出土したかわらけから中

世。16世紀前半と考えられる。 (備考)人骨が出上してい

るので、墓坑である。上坑に蓋をするように10～ 30cm大

の礫が覆っている。一番上に五輪塔の水輪が置かれてい

た。

18-2号土坑

(位置)X-54グ リッド。 (重複)18-1号土坑に切られ

ている。 (形状)ほぼ長方形である。 (規模)長径 1.lm、

短径0.55m、 深さ0.669～ 0,73mを測る。 (遺物)古銭と

人骨が出上している。人骨は頭蓋骨が確認できた。北枕

側臥届身状態で埋葬されていた。鑑定結果より壮年前半

-6-



男性である。古銭はどれも錆で銭貨名が確認できなかっ

た。(時期)古銭が出上しているので中世 と考えられ、18-

1号土坑に切られているので、16世紀前半以前であろう。

(備考)人骨が出上しているので墓坑である。18-1号

土坑と同じく土坑に20～ 50cm大の礫が覆われているが、

東側は18-1号土坑によって壊されているため、一部礫

が抜き取られている。

19号土坑

(位置)X-53グ リッド。 (重複)2号五輪塔集中地点と

わずかに重なる。 (形状)不整楕円形を呈する。 (規模)

長径0.71m、 短径0.49m、 深さ0.645～ 0,81mである。(遺

物)底部付近から古銭が 3点 (第38図 76・ 77。 78)出 土

している。 (時期)古銭が出上しているので中世と考えら

れる。 (備考)お そらく墓坑であろう。

22号土坑

(位置)X-54グ リッド。 (重複)11号土坑と接する。 (形

状)楕円形である。 (規模)長径0.63m、 短径0.44m、 深

さ0.404～ 0.448mで ある。 (遺物)五輪塔の地輪 2点が土

坑上部に蓋をするように置かれていた。塁書されている

文字は判読不明である。 (時期)土坑上部であるが、五輪

塔を伴うので中世と考えられる。 (備考)おそらく墓坑で

あろう。

火葬墓 または火葬施設

8号土坑

(位置)X-53・ 54グ リッド。 (重複)な し。 (形状)ほ
ぼ円形を呈する。 (規模)長径0。 95m、 短径0.9m、 深さ

0.033～ 0.079mを 測る。 (遺物)人骨の小片が散在してい

た。 (時期)時期決定できる遺物が出土していないが、周

辺の上坑と合わせて考えると中世であろう。 (備考)5
～30cm大の礫が密集している。煤の付着している礫が数

点見られ、人骨片が散らばっているので、遺体を焼いた

火葬施設と考えられる。

i3号土坑

(位置)W 53・ 54グ リッド。 (重複)な し。 (形状)お

そらく円形であろう。 (規模)長径 (0.69)m、 短径 (0.61)

m、 深さ0,05～ 0.09mである。 (遺物)人骨片・歯と古銭

が 2点出上している。人骨片は細かく分割されており、

部位を特定することはできなかった。 (時期)古銭が出土

しているので、中世と考えられる。 (備考)土坑の堀方は

平面では確認することができず、土層断面で確認した。

第30図の平面の輪郭は推定である。また、土坑底部の中

央部にわずかながら焼上が確認された。人骨片も細かい

ので、 8号土坑と同じように火葬施設であった可能性が

ある。

I号五輪塔集中出土地点

(位置)W-53・ 54グ リッド。

(重複)32号土坑と一部重なる。

(形状)五輪塔の各部がほぼ直線状に2列に並んでいる。

(規模)長軸1.9m、 短軸0,7mを測る。

(遺物)五輪塔が21点出土している。その内訳は空風輪

7点、火輪 3点、水輪 4点、地輪 7点である。第37図43

は、 1面に中央の梵字と思われる文字の両側に文字が書
かれているが判読不明である。

(時期)五輪塔の形態から16世紀前半以降に集められた

と考えられる。

(備考)五輪塔が上坑の覆上の上部に配置されている事

例が数遺跡で確認されているが、本遺跡の五輪塔集中地

点は土坑とは一部重なるものの、一致はしない。また、

等高線と沿うように並べるられている。周辺の墓 と考え

られる土坑の近くに建立されていた五輪塔が崩れ、その

状態が忍びなく思った人たちが、再び五輪塔を集めて並

べ直したのではないであろうか。

2号五輪塔集中出土地点

(位置)W-53・ X-53グ リッド。

(重複)19号土坑と21号土坑とが一部で重なる。

(形状)不整な円形を呈する。

(規模)長軸1.5m短軸0,9mを測る。

(遺物)五輪塔が16点出上している。その内訳は空風輪

3点、火輪 6点、水輪 6点、地輪 1点である。また、第

38図 56の灰釉陶器の小型端反皿が出上している。釉薬が

溜まって少し分かりづらいが、みこみ部に印花文が確認

できる。形態及び法量が、瀬戸大窯 I期の河ヽ金山窯出土

のものとほぼ同じである(瀬戸市史編纂委員会 1981)。 小

金山窯は15世紀末の操業と考えられているので、五輪塔

の時期と合っている。

(時期)五輪塔の形態から16世紀前半以降に集められた

と考えられる。

(備考)1号五輪塔集中地点と同様に土坑と重ならない
点を考慮すると、崩れていた五輪塔を再び集めたと考え

られる。そして、灰釉陶器の端反皿にお供えをのせ供養

したのであろう。

五輪塔散在地点

(位置)V-53。 W-53グ リッド。
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(重複)2号 ピットと一部重なる。

(形状)不定形である。 3号土坑

(規模)長軸2.8m短軸1.8mの範囲で五輪塔が散らばっ  (位 置)W 52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)円形で

ている。 ある。(規模)長径1.325m、 短径1.13m、 深さ0.34～ 0.415

(遺物)五輪塔が 9点出上している。その内訳は空風輪   mを 測る。 (遺物)縄文土器片と黒色土器片の計 3点が出

3点、火輪 5点、水輪 1点である。第34図 1の空風輪に  上している。 (備考)出土遺物から時期決定は難しい。

は「妙法」と4面に墨書されている。

(時期)五輪塔の形態から16世紀前半以降と考えられる。  4号土坑
(備考)五輪塔の形態が15世紀後半～16世紀前半にかけ   (位 置)W 53・ 54グ リッド。 (重複)な し。 (形状)不
てのものが主体であること、五輪塔のセット関係が認め  整な楕円形を呈している。(規模)長径 1。 925m、 短径1.125
られないこと、墓坑と重ならないことなど、 1・ 2号五   m、 深さ0.102～ 0。 161mを測る。 (遺物)な し。

輪塔集中地点と共通している点が多いので、おそらく

1・ 2号五輪塔集中地点のように集められていたのだが、  6号土坑
ここだけ何らかの影響で散らばってしまったと考えられ   (位 置)X-52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)楕円形
る。 で あ る。 (規 模)長 径0.685m、 短径 0。 485m、 深 さ

0.215～ 0.244mを 測る。 (遺物)礫が底部中央に置かれて

第 4節 時期不明遺構 いた。上師器片 1点出土。

1号竪穴状遺構

(位置)W 47・ 48、 X-48グ リッド。 (重複)な し。 (形   9号 土坑

状)全体の1/3し か調査できなかったので、形態は不明で   (位 置)X-52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)ほぼ楕
ある。 (規模)長径 (4.87)m、 短径 (1.405)m、 深さ  円形である。 (規模)長径0,74m、 短径 (0,41)m、 深さ
0.214～ 0.347mで ある。 (遺物)平安時代の上師器片と中  0.168～ 0.192mを 測る。 (遺物)礫 2点が出上。

世の内耳土器片が数点出上している。 (備考)遺構内ピッ

トは (63.5)cm× (30.5)cm× 10.2cmである。       10号 土坑
(位置)X-52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)ほぼ楕

I号溝 円形である。 (規模)長径0.56m、 短径 (0.38)m、 深さ

(位置)V-52、 W-52・ 53グ リッド。 (重複)な し。 (形   0,175～ 0.183mを 測る。 (遺物)礫が数点出上。

状)やや弧を描 くように曲がっている。 (規模)調査 した

長さ6.6m、 幅 (北端)1.06m、 (中央 ) 1.29m、 (南端)  14号 土坑

0.55m、 深さ (北端)0.298m、 (中央)0.291m、 (南端)  (位 置)X-53グ リッド。 (重複)29号土坑を切 ってい

0.14mで ある。 (遺物)平安時代の土師器片数点と黒曜石   る。 (形状)不整な楕円形である。 (規模)長径0.94m、

の原石が 3点出上している。 短径 (0.60)m、 深さ0.126～ 0。 244mを 測る。 (遺物)礫

が 1点出土してヤヽる。

上坑・ ビッ ト

!号土坑 21号土坑

(位置)V-52グ リッド。 (重複)3号住居跡を切ってい   (位 置)W 53グ リッド。 (重複)な し。 (形状)不整な

る。 (形状)楕円形と思われる。 (規模)長径 (0。 84)m、  楕円形である。 (規模)長径0.87m、 短径0,70m、 深 さ

短径 (0.97)m、 深さ0.334～ 0。 926mを測る。 (遺物)な   0.197～ 0。 425mを測る。 (遺物)礫が 4点出上している。

し。

30号土坑

2号土坑 (位置)X-53グ リッド。 (重複)な し。 (形状)不整な

(位置)VoW 52グ リッド。 (重複)な し。 (形状)ほ   円形である。 (規模)長径 0。 715m、 短径0,695m、 深さ

ぼ円形である。 (規模)長径 1.45m、 短径0,94m、 深 さ  0,049～ 0.183mを 測る。 (遺物)礫が 3点出土している。

0.177～ 0.234mを測る。 (遺物)土師器片 1点 (備考)土

師器は流れ込みの可能性がある。
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第 4章 遺構 。遺物の検討

第 1節 縄文時代
縄文時代の遺構は、中期中葉藤内式期の住居跡が 2軒

発見された。どちらも地床炉で、住居跡の一部が調査区

外なのではっきりと分からないが、 2号住居跡が 6本、

3号住居跡が 7本の柱穴を持つと思われる。

3号住居跡からは、第 8図 1の上器が口縁部と底部を

重ね合わさった状態で出土している。床面近 くからでは

なく覆土中からの出上であるので、住居廃絶後に置かれ

たか、あるいはここに土坑が存在していた可能性もある。

調査区の縄文時代遺物の出土状況を見ると (第42図参

照 )、 3号住居跡周辺に多く出上している傾向があるが、

平安時代の住居跡である 1・ 5号住居跡からも多く出土

している。第 2次調査 (第 1次調査の東側)でも縄文土

器が出土しているが遺構は確認されていないので、おそ

らく調査区の北側に縄文中期の集落が展開しているであ

ろう。時期は猪沢式 。新道式が少量で、ほとんどが藤内

式であるので、調査区付近では、中期中葉の藤内式期を

中心とした比較的短期間かつ小規模に営まれた集落であ

ると考えられる。

石器は、打製石斧・横刃形石器・磨石・石皿といった

大型の石器は発見されているが、石鏃や石匙といった小

型の石器は発見されなかった。調査区に限りがあり、今

回の調査区ではたまたま発見されなかっただけであろう

が、中期中葉では打製石斧が石器組成の8～ 9割近く占

める場合が夕く、小型石器が少なくてもおかしくはない。

黒曜石の原石や黒曜石片は出土しているので小型石器が

ないとは考えられないが、大型の石器よりは数多く製作

していなかったのであろう。

第 2節 平安時代
発見された住居跡は 3軒であり、幅約10mと ぃう道路

予定地の調査区なので、住居跡の全部を調査できたのは

5号住居跡だけである。住居跡の時期は、甲斐型土器編

年でⅧ～Ⅸ期に 4号住居跡、 X期に 5号住居跡、XI～�I

期に 1号住居跡がそれぞれ当てはまる。第 2次調査 と合

わせると、Ⅸ期に 1次 4号住、 2次 1・ 8号住の 3軒、

X期に 1次 5号住、 2次 3・ 6号住、小鍛冶遺構の 4軒、

�期に 1次 1号住、 2次 2。 4・ 5号住の 4軒 と変遷して
いく。 (1次 4号住はⅧ～Ⅸ期であるが、 2次 1・ 8号住

と重なる時期があるので、便宜上Ⅸ期 としておく。)

X期の 1次 5号住居跡から黒笹90号窯式 (以下 K90)

の灰釉陶器高台付不 (48)が出上しているが、 2次調査

ではXI期の 4。 5号住居跡からK90段階の灰釉陶器が出

土しており、時期的にズレが生じている。 1次 5号住の

48は住居覆上の上層から出土いているので、住居埋没後

流れ込んだ可能性もある。

1次 と2次を合わせた調査区における集落の位置はほ

とんど変化せず、調査区中央から西側にかけて展開して

いる。軒数も激しく増減しておらず、出現から消滅まで

の間、比較的安定した集落が営まれていたと考えられる。

入ヶ岳南麓の平安時代遺跡は 9世紀後半になり集落が急

増し、10世紀後半に衰退していくが、本遺跡も同じよう

な傾向がある。

第 3節 中  世
調査区の西端において、中世の墓坑群が発見され、五

輪塔・かわらけ 。灰釉陶器小型端反皿・古銭等が出上し

た。各遺物の時期は、五輪塔は15世紀～16世紀前半で、

18-1号土坑から出土したかわらけは16世紀前半、 2号
五輪塔集中地点から出上した灰釉陶器月ヽ型端反皿は15世

紀末であろう。おそらく墓坑群は、五輪塔の時期である

15世紀～16世紀前半に作られたのだろう。

五輪塔は全部で53点出土している。五輪塔集中地点が

2箇所、散在地点が 1箇所で、五輪塔の内訳は、空風輪

が15点、火輪が15点、水輪が12点、地輪が11点である。

五輪塔の形態は櫛原氏の分類 (櫛原2000)でいうと空風

輪はC・ D類が、火輪はD・ E類が、水輪はB,C類が、
地輪はB・ C類がそれぞれ多い。この組み合わせは15世

紀～16世紀前半に多いようである。

墓坑の形態を見ると以下の 4つに分類できる。

A.隅丸長方形で礫の覆いないもの (7'15号土坑)
B.隅九長方形で礫の覆いがあるもの (16・ 18-1・
18-2号土坑)
C.小 さな円形で礫の覆いがないもの (■・12-1・
19号土坑)

D.小さな円形で礫の覆いがあるもの (17・ 22号土坑 )
A・ B類は15世紀から17世紀にかけて多く作られるよ

うであり(野代2000b)、 16世紀前半と考えられる18-1

号土坑の時期と重なる。また、 7・ 15。 18-1。 18-2

号土坑から出土した人骨は、全て壮年期 (20～ 30オ台)

である。そして、A類の15号土坑は女性の、B類の18-

1・ 18-2号土坑は男性の人骨である。資料数が 1・ 2

例と少なく断定はできないが、A類が成人女性用の、B

類が成人男性用の埋葬形態である可能性 もある。

C・ D類の月ヽさな円形のものは、長軸が50～ 60cmで桶

を入れるほど大きくはなく、18～ 19世紀に多い桶を入れ

たと考えられる円形の墓坑とは一線を画すものであろう。

11号土坑から歯が出上しているのみで、他の上坑からは
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人骨や歯が出上していないが、古銭や五輪塔が出上して  平野 修・櫛原功- 1992F宮 ノ前遺跡』韮崎市遺跡調
いるので墓坑と考えてもいいであろう。その11号土坑の       査会
歯は小児 (10才前後)の ものであることから、 C・ D類   甲斐型土器研究グループ 1992『甲斐型土器 一その編
は刀ヽ児用で、A・ B類の違いが妥当であるならば、C類       年と年代―』山梨県考古学協会
が女児用、D類が男児用の埋葬形態の可能性がある。    森原明廣 1992『塩川遺跡』山梨県教育委員会
第 2次調査で発見された方形竪穴状遺構は14世紀末  山本茂樹 。野代幸和 1994『 甲ッ原遺跡 (第 5次)I』
～15世紀代である(宮澤2000)。 方形竪穴状遺構の密集す       山梨県教育委員会
る範囲のすぐ西側に区画の溝があり、約60mの空白地帯  永井久美男編 1994『中世の出土銭 ―出土銭の調査と分

を挟み墓坑群が台地縁辺に作られている。墓坑群は15世       類―』兵庫埋蔵銭調査会
紀に出現していたと考えられるので、14世紀末に方形竪  永井久美男編 1996F中世の出土銭 補遺 I』 兵庫埋蔵銭
穴状遺構が台地の中央に作られ、やや遅れて西側の台地       調査会
縁辺に墓域を作っていったのであろう。溝で区画された  石神孝子 1996『唐松遺跡』山梨県教育委員会
方形竪穴状遺構は屋敷跡と考えられ、墓坑群はそこや周  小宮山隆 1996F北村遺跡』長坂町教育委員会
辺に住まう人々の墓域であると考えられる。造墓階層は  小宮山隆 1997『小屋敷遺跡』長坂町教育委員会
武士や僧侶などが当てはまるが、18-1・ 18-2号土坑  櫛原功- 1997『社口遺跡第 3次調査報告書』高根町教
から出土した人骨の鑑定結果から、埋葬された人は僧侶       育委員会・社口遺跡発掘調査団
と考えられる(附編参照)。 それをもって屋敷跡が寺院の  野代幸和 1997『酒呑場遺跡 (第 1・ 2次)J(遺構編)
一部であるとは言えないが、少なくとも遺跡内及び周辺       山梨県教育委員会
に寺院跡が存在している可能性がある。遺跡の所在する  保坂康夫 1997『酒呑場遺跡 (第 3次 )』 (遺構編―前編)
長坂下条地区は、時期は不明であるが三井氏館跡・相吉       山梨県教育委員会
氏屋敷・上松 (植松)氏屋敷等の屋敷跡が多く存在する  保坂康夫 1998F酒呑場遺跡 (第 3次 )』 (遺構編―後編)
ので、15世紀代からこの周辺に寺院を伴う集落があって       山梨県教育委員会
もおかしくはないであろう。               山梨県考古学協会編 1998F新版 山梨の遺跡』山梨県

日日新聞社

第 4節  ま と め                平野 修・櫛原功- 1999『上ノ原遺跡』上ノ原遺跡発

今回の調査では縄文中期中葉の集落、平安時代の集落、       掘調査団
中世の墓地が発見された。第 2次調査の成果と合わせる  山 梨 県 1999F山梨県史』資料編 2原始 。古代 2考

と、平安時代の集落の変る、中世の集落の構造等が見え       古 (遺構 。遺物) 山梨日日新聞社
つつある。また、県道を挟んで東側にある龍角西遺跡の  宮澤公雄 2000F紺屋遺跡 ―第 2次発掘調査報告書―』
調査も合わせると平安時代・中世の集落の様相が、一段       紺屋遺跡発掘調査団
と見えてくるであろう。                 野代幸和 2000a F横森赤台 (東下)遺跡』山梨県教育

委員会

引用。参考文献                    野代幸和 2000b「 山梨県における中近世墓制の変遷」

大山 猫・竹下次作・井出佐重 1941「 山梨県日野春村       『山梨県考古学協会誌』第11号 山梨県考古

長坂上条発掘調査報告」F史前学雑誌』13-3       学協会
史前学会                  野代幸和 2000C「横森赤台 (東下)遺跡出土五輪塔の

瀬戸市史編集委員会 1981『瀬戸市史』陶磁史篇二 第       形態と製作年代について」F研究紀要』16 山
一法規出版株式会社                  梨県立考古博物館・山梨県埋蔵文化財センタ

宮沢公雄 1986F清水端遺跡』明野村教育委員会          ―

萩原三雄 1986「八ヶ岳南麓における平安集落の展開」  櫛原功- 2000F石之坪遺跡 (東地区)』 韮崎市教育委員
『山梨考古学論集 I』 山梨県考古学協会         会 石之坪遺跡発掘調査会

長坂町誌編纂委員会 1990F長坂町誌』上巻 長坂町   齋藤孝正 2000「附論 猿投窯出上の灰釉・緑釉陶器碗・

岡本範之 1990「平安期における甲斐国巨麻郡の動向」       皿類の変遷」F越州窯青磁と緑釉・灰釉陶器』
『山梨県考古学協会誌』第 3号 山梨県考古       日本の美術 配409 至文堂

学協会

LO―



附編 紺屋遺跡出土人骨
国立科学博物館人類研究部 梶ヶ山員里

1.緒  言
紺屋遺跡は、山梨県北巨摩郡長坂町長坂下条字紺屋に

所在し、平成10年 12月 から翌年 3月 にかけて、長坂町教

育委員会によって発掘された。発掘調査の結果、平安時

代の住居址や溝や土坑等が発見された。人骨は、中世の

上坑 7基と縄文時代中期の住居址 (3号住)か ら出土し

た。13号土坑からは焼骨が検出され、16号土坑はいわゆ

る「T字型土坑」である。18号土坑から出上した人骨は、

頭部を北に向けた側臥屈葬状態で 2体が埋葬されている。

人骨の保存状態はさほど良好ではないが、頭部と下肢骨

が部分的に保存される。それ以外の上坑からの人骨はほ

とんどが骨片であり、保存状態が極めて不良である。歯

が残っているものに関しては歯冠計測を行った。

2.出土人骨所見
7号土坑

歯は 6点保存されている。以下の歯式の通 りである。

5676

76

咬耗の程度は、象牙質が線状に露出している。従って、

プロカの■に相当し、年齢は壮年前半と思われる。性別

は不明である。

8号上坑

焼骨が保存されている。骨はいずれも完全に灰化 し、

灰白色を呈するほど良く焼かれ、大多数は小さな破片と

なり、収縮・変形・亀裂が著しい。したがって、これら

の骨は、おおよそ900℃ 以上の温度で長時間焼かれたと考

えられる。また、晒された状態ではなく、軟部が付着し

た状態で焼かれたと推定される。

H号土坑

学し歯 と永久歯が19点保存される。保存状態は以下の通

りである。

5

76V   l

13号土坑

歯が 2点 と焼骨が数点保存され、以下の歯式の通りで

ある。

咬耗の程度は、エナメル質は磨り減っているが、象牙

質の露出はない。したがって、年齢は比較的若い青年と

思われる。焼骨は紛れ込みと思われる。

15号土坑

歯が17点と大腿骨骨体片が保存される。歯の保存状態

は以下の歯式の通りである。

咬耗程度は、象牙質が露出している。ブロカのHに相

当する。下顎切歯の磨耗が舌側から唇側に斜めに磨 り減

っていることから鋏状咬合であったことがわかる。大腿

骨の左右は不明である。骨体の大さは細い。後面の粗線

は隆起せず、発達は弱い。従って、この個体の性別は女

性、年齢は壮年と推定される。

16号土坑

骨粉しか残っていない。年齢や性別は不明。

18-1・ 18-2号土坑

頭を北に向けた側臥屈葬人骨が 2体並列で出上してい

る。合葬ではなく、西側人骨が東側人骨より先に埋葬さ

れている。

18-l号土坑 (東側人骨)

頭蓋と椎骨、左大腿骨、左胆骨が保存される。頭蓋で

は、側頭骨錐体は大きく、乳様突起は良好に下垂してい

る。乳突上稜の発達が良好である。側頭線は破損のため

不明であるが、乳突上稜の発達が顕著であるので、咀曙

筋の発達は良好であった可台ヒ性が高い。後頭骨に外後頭

隆起はないが、項平面は広 く筋肉の発達が伺える。左大

腿骨は骨体中央部が10cmほ ど保存される。骨体は部分的

に腐食しているが、かろうじて骨体周 (周 82)は計測で

きた。江戸時代男性平均値 (周87)よ りやや小さく、現

代男性平均値 (周 83)に近い。骨体後面粗線は隆起 して

いるが、付柱を形成するほどではない。骨体後面の粗線

は比較的明瞭に発達 している。左胆骨骨体片が10cmほ ど

保存され、骨体の内側面の腐食が進んでいる。椎骨は、

軸椎と環椎が残っている。骨体に骨棘などの経年性の変

34V67
ローマ数字は乎と歯

カリエスなどは認められない。歯の萌出状態から、年

齢は10才程度 と思われる。エナメル形成不全が、第 1大

臼歯 と切歯の歯冠のほぼ中央部に全て認められることか

ら、幼児期において極度の栄養失調状態であったと思わ

れる。性別に関しては不明である。
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化はない。したがって、この個体の歯は残っていないが

壮年期 と思われる。性別は、予と様突起などの形態から男

性と思われる。

18-2号土坑 (西側人骨)

頭蓋と骨片が保存される。頭蓋は、前頭骨の一部 と左

右錐体、ラムグ縫合骨で分離 した後頭骨が保存される。

縫合の癒合状態は、内板において閉鎖はないが、タト板で

は一部に閉鎖が始まっている。また、左右に縫合骨があ

る。頭頂骨が保存されていないが、全体的に後頭部が突

出するいわゆる「後頭髯突出」の状態である。左右錐体

は概ね大きく、頑丈な印象である。 したがって、男性の

可能性が高い。

歯の保存状態は以下の歯式の通 りである。

5 12345

咬耗は、

相当する。

象牙質がやや露出しているのでブロカのHに

壮年前半と推定される。

3.考察・結語
当遺跡から出上した人骨は以下の表に示す通りである。

土坑墓番号 性 別   年  齢

発達は良好であり、男性の特徴を示す。埋葬の際に五輪

塔などが使用されていることなどを考慮すると、被葬者

は筋肉の良好に発達した武士ではなく、僧侶などであっ

た可能性が考えられる。従って、18号土坑出上の人骨に

限っては、周辺の住居址にともなう庶民の墓であるとは

考え難い。

甲府盆地を中心とした周辺地域から人骨が検出される

例は少数で、集団としての傾向を示すには至らなかった。

しかし、今回数点の歯の計測値ではあったが、同時代の

関東地域の集団と類似した傾向を伺えた。今後、人骨の

検出を伴う発掘例の増加に期待したい。

一般に、墓地などを発掘する場合、骨片しか検出され

ないと、発掘時やその後の過程で簡略的に取り扱われる

ことが多い。埋葬の変遷を考察するうえでも、人骨の基

礎データを得る上でも貴重な資料となるために、わずか

な人骨の検出でも、慎重な取り扱いと詳細な整理報告が

望まれる。
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人千葉県文化財センター (印刷中)

図版 1 紺屋遺跡出土人骨
1:18-2号 土坑  後頭骨
2:   〃    右錐休
3:   〃    左錐体
4:   〃    下顎骨
5:18-1号 土坑  大腿骨
6:   〃    左胚骨
7:15号土坑    大腿骨
8:18-1号 土坑  前頭骨
9:   〃    後頭骨
10:   〃    左錐体
1●   〃    右錐体

7号土坑

8号土坑

11号土坑

13号土坑

15号土坑

16号土坑

18-1号土坑 (東 )

18-2号土坑 (西 )

壮年前半

成  人

小児 (10才前後 )

青  年

壮  年

不  明

壮  年

壮年前半

不 明

不 明

不 明

不 明

女 性

不 明

男 性

男 性

年齢および性別が同定できたのは、18号土坑から出土

した 2休だけであった。 2体とも壮年期 (20オ～30才台)

の男性である。頭蓋が完全に保存されていないので、頭

蓋形が中世時代の特徴といわれる長頭であるか否かは不

明である。しかし、大腿骨は付柱を形成しておらず、古

墳時代以降の大腿骨の特徴を示している。歯については、

計測値の特徴を視覚的に把握するため、現代日本人を基

準とする同時代の各遺跡出土歯と当遺跡出土歯の偏差折

線を示した(グラフ 1)。 当遺跡出土歯のデータが少ない

が、明らかに同時代の千葉県前畑遺跡や千葉県北大路遺

跡と類似していることが伺える。したがって、当遺跡出

上の人骨は、歯や人骨の形態から古墳時代人以降の特徴

をもち、中世時代の人骨として特に矛盾がないといえる。

また、四肢骨の発達が弱いが、咀曙筋や頚部の筋肉の
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附編図版 1 紺屋遺跡出土人骨
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附編表 1 紺屋遺跡出土歯の基本統計量

紺屋遺跡出土人骨 前畑遺跡人 鎌倉材木座 北大堀遺跡人 関東縄文時代人 江戸時代人

歯冠近遠心径 N M SD N M SD N M SD N M SD N M SD NI M ISD

U11
U12
UC
UPl
UP2
UMl
UM2
L11
L12
LC
LPl
LP2
LMl
LM2

2

1

1

1

2

4

4

2

1

2

2

2

3

3

8 25

71
7.58

7 11

7 35

9 62

9 23

6 18

6 26

6.75

6.5

7 28

11

10.5

0.382

0.332

0.444

0.265

0.346

0,12

0.106

0.396

0.481

0 471

35

24

36

41

39

45

37

22

25

33

36

32

43

33

8.345

7.04

7.56

7 19

6 89

10 26

9 46

5 87

6.17

7 17

7 09

7.22

10 4

10.95

0 589

0 61

0 64

0 59

0 56

0.84

0.63

0.68

0.4

0.46

0.38

0.59

0.62

0.6

110

110

123

133

139

133

143

81

68

79

86

90

88

89

8 39

6.94

8 12

7 18

7 13

10.41

9 51

5 42

6 38

7.1

7.27

7.08

11.36

10.67

0 47

0 55

0.46

0 39

0.4

0.53

0.53

0.32

0.375

0.45

0.36

0.38

0.49

0.58

24

22

36

34

37

29

41

12

17

36

32

40

27

30

8 54

7 03

7 74

7.2

6 84

10 38

9 37

5 57

6 05

6.84

7.08

7.12

11.42

10.82

0.43

0.58

0.43

0.35

0.29

0 61

0.61

01
0 27

0,36

0 43

0.43

0 64

0 59

47

47

56

86

96

98

84

34

50

72

90

97

101

98

8,355

6 94

7 52

6 87

6.38

10 04

9 08

5 235

5,735

6 715

6 82

6.87

11.43

10.8

0.425

0 54

0 44

0.41

0.415

0.495

0.53

0.355

0.35

0.425

0.385

0.47

0,47

0.59

58 1  8 58  : 0 49

751706510.51
106 1  7 805 : 0 405

14817321038
156 1  6.91  : 0.425

242110.4 1051
206 1  9.68  1 0.56

4915.38510.42
64 +  6.03  1 0.39

9416.87510.405
101 +  7.185 1 0,385

10217.28510.43
148 1 11.43  , 0.525

132111.0910.525

歯冠頼舌径 N M SD N M SD N M SD N M SD N M SD NI M I SD

U11
U12
UC
UPl
UP2
UMl
UM2
L11
L12
LC
LPl
LP2
LMl
LM2

2

1

1

1

2

4

4

2

1

2

2

2

3

3

6.78

6.63

7.8

8 79

9 26

10 9

10 7

5 83

5 68

7.4

7 74

7 66

10.2

9 76

0 615

0.7

0 509

0.234

0.134

0.084

0.183

1.116

0.68

0.537

6.87

6.29

8.03

9.14

9,06

11.11

11.06

5.71

6.24

7_63

7.52

7.51

10.6

10 06

0.42

0.64

0 65

0 59

0 65

0 97

0 62

0 38

0 51

0 53

0 52

0 63

0.66

0 57

114

112

135

133

145

131

140

65

76

83

89

92

92

88

7.2

6.46

8.34

9 34

9 24

11 65

11.56

5 72

6 13

7 65

7 96

8 34

10 82

10 34

0,43

0,45

0.59

0.6

0 57

0.57

0 62

0 38

0 35

0 53

0,95

0 47

0 46

0.55

28

23

35

34

41

41

45

17

22

37

37

40

39

37

7.18

6.51

8.31

9.42

9,14

11.46

11 28

5,84

6,35

7 65

7.81

8 16

10 75

10 16

0 44

0 53

0 58

0 48

0 47

0 52

0.61

0.32

0.4

0 49

0_52

0.43

0.56

0.55

7.245

6.62

8.025

9.28

9,025

11 56

11.4

5 82

6.23

7.495

7.845

8,32

11 1

10.38

0.355

0 47

0_375

0 505

0 55

0.535

0 61

0 31

0 365

0 39

0 46

0 47

0 45

0 485

5617.2910.41
74 1  6 535 + 0 42

1081834510495
147 1  9 5   1 0 485

155194210505
240 1 11 63 1 0 57

2061117610685
49 1  5 715 1 0 34

6316.2 10345
91 1  7 715 1 0 49

1121811510465
112 1 8 49 1 0 435

151110891046
137 1 10 48  + 0 555

附編グラフ 1 現代人を基準とした歯冠計測値の偏差折線
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第 1図 長坂町遺跡分布図

一-15-―



第 1表 長坂町遺跡分布一覧
(旧石 =旧石器時代 縄 =縄文時代 弥 =弥生時代 古 =古墳時代 平 =平安時代 中 =中世 戦国 =戦国時代 江戸 =江戸時代 )

001 耳塚
002 法性寺前遺跡  縄 中
003 信玄原遺跡  縄
004 小荒間古戦場跡  戦国
005 桜畑遺跡   平 江戸
006 小泉遺跡  江戸
007 菅間遺跡  縄
008 桜畑南遺跡  縄
009 糀屋敷東遺跡  縄
010 糀屋敷北遺跡  縄
0■ 糀屋敷遺跡  縄
012 牛久保遺跡  縄 弥
013 牛久保南遺跡  縄
014 沢入遺跡 菅沼氏館址
015 苧干平遺跡  縄
016 東下屋敷遺跡  縄
017 西下屋敷遺跡  縄 中
018 新田森遺跡  縄
019 西下屋敷南遺跡  縄
020 横手遺跡  縄 中
021 神之原遺跡  縄
022 屋敷附遺跡  縄 中
023 内城遺跡  縄
024 +郎林遺跡  縄 中
025 阿原遺跡  平
026 中尾根遺跡  縄
027 手白尾遺跡  縄
028 夫婦岩遺跡  縄
029 横山 1遺跡  縄
030 横山2遺跡  縄
031 横山平南遺跡  縄
032 葛原北遺跡  縄
033 上フノリ平北遺跡  縄
034 上フノリ平遺跡  縄
035 上フノリ平西遺跡  縄
036 下フノリ平北遺跡  縄
037 葛原遺跡  縄 弥
038 下フノリ平遺跡  縄
039 下フノリ平南遺跡  平
040 別当遺跡  縄
041 別当西遺跡  縄
042 別当十三塚   中
043 南新居北遺跡  縄 平
044 深草館址  戦国
045 小和田遺跡  縄 平
046 南新居屋敷址  平 中
047 南新居遺跡  平
048 南新居西遺跡  平
049 小和田館址  平 戦国
050 米山遺跡  縄 弥
051 米山東遺跡  縄
052 塚田遺跡  古 平
053 窪田遺跡  縄 古 平
054 弥右衛門塚 1  古 ?
055 弥右衛門塚 2  古 ?
056 渋田北遺跡  平
057 渋田遺跡  弥 平 中
058 東原の土塁   中
059 東原遺跡   中
060 柳新居遺跡  縄 古
061 原田遺跡  縄 平
062 柳坪A遺跡  縄 弥
063柳坪 B遺跡  縄 弥
064 小屋敷遺跡  縄 平
065 久保地遺跡  縄
066 成岡遺跡  縄 弥 平
067 成岡新田遺跡  弥 平
068 曲田遺跡  縄 平
069 石原田北遺跡  縄 平
070 石原田南遺跡  縄 平

江戸

071

072

073

074

075

076

077

078

079

080

081

082

083

084

085

086

087

088

089

090

091

092

093

094

095

096

097

098

099

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

平

平

中

中

　

中

平

　

古

古

中

塚原遺跡  縄           141
越中久保遺跡  縄 平 中 江戸  142
久保遺跡  縄           143
房屋敷遺跡  縄 江戸       144
池ノ平遺跡  縄         145
東蕪 3遺跡  平          146
東蕪 2遺跡  縄 平        147
東蕪 4遺跡  縄 平        148
東蕪1遺跡  縄 平        149
和手山東遺跡  中         150

東村B遺跡  古 平 中 江戸   173
中村遺跡   古 平 中 江戸    174
錨田遺跡  平          175
西村遺跡  古 平 中 江戸    176
中反遺跡  縄 平         177
柿平・藤塚             178
長坂氏屋敷址  古 平 中     179
白山神社前遺跡  縄 平      180
上ノ屋敷遺跡  縄 平 中 江戸  181
大々神十二塚   中         182
大々神A遺跡  平         183
大々神 B遺跡  古 平       184
治郎田遺跡  古 平        185
頭無A遺跡  平          186
樫木遺跡  弥 古         187
塚川・柳坪遺跡  縄 江戸     188
頭無遺跡  縄           189

勝見遺跡  縄 平         200
競馬場遺跡  縄 平        201
寺前遺跡  縄 平 中       202
上久通遺跡  縄          203
反田遺跡  縄 平 中       204
三井氏屋敷址   中 江戸      205
北村遺跡  縄 古 平       206
新居遺跡  縄 平安 中世     207
相吉氏屋敷址   中         208

相吉遺跡 奈 平
植松氏屋敷址  中
下屋敷遺跡  縄
清水頭遺跡  縄 古 奈 平
向原遺跡  平
三ツ墓古墳 2  古
農業高校前遺跡  縄
三ツ墓古墳 3  古
三ツ墓古墳 1  古
池ノ平昭和堤北遺跡  縄
池ノ平A遺跡  縄 奈 平
向井丹下屋敷址   中
池ノ平B遺跡  縄
上日野遺跡  縄 江戸
田中氏屋敷址   中
上日野A遺跡  縄 平
上日野B遺跡  縄 平
上日野C遺跡  縄 平
姥久保遺跡  古 江戸
日野原遺跡   中 江戸
上日野原遺跡  縄 平 中 江戸
富岡遺跡  江戸
横針 。中山遺跡   中
大林遺跡  縄 平 江戸
中込遺跡  縄
手白尾東遺跡  縄
西屋敷遺跡  古
上町南遺跡  縄
龍角西遺跡  縄 弥 古 平 中 近代
龍角遺跡  縄 古 平 中
長坂上条遺跡  縄 弥 平
西久保遺跡  縄
新宿区健康村遺跡  縄 平 中 江戸
長坂下条・藤塚

和田遺跡  弥 古
古屋敷遺跡  縄
泥里遺跡  縄
中込北遺跡  縄
渋沢 。上町遺跡  縄
下屋敷北遺跡  縄 平
柳坪南遺跡  平
柳坪北遺跡  縄 弥 平 中
境原遺跡  縄 弥 平
北村北遺跡  縄 平
酒呑場東遺跡  縄 弥 平
山本遺跡  縄
北村東遺跡  縄 古
大久保遺跡  縄 中
天王塚古墳  古
池之平北遺跡  縄 平
清水頭北遺跡  縄 平
手干平の土塁

成岡・藤塚

馬越場塚   中
紺屋遺跡  縄 平 中
治郎田北遺跡  平
竹原遺跡  縄 中 江戸
天白砦址   中 戦国
下原遺跡  縄
下日野遺跡  縄
横針・前久保遺跡  旧石 縄
横針・宮久保遺跡  縄 平
深草遺跡  平
上の棒道  戦国 江戸
中国遺跡  縄
長坂上条・藤塚遺跡  古 平
池之窪遺跡  縄 平
段道遺跡  縄
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第 3図 紺屋遺跡調査区全体図
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I?褐色上  炭化物少量
13 褐色±  1・ 2層より明るい、暗掲色土少畳
14 褐色土  ‖層より明るい、 しまりあり

2号住炉

暗褐色土 焼上粒多量、炭化物少量
赤褐色土 焼上、暗掲色上少量

棄違彎と、脚勤虹  
阿

2層より明るい、黒褐色土少量
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土少量、 l cmロ ーム粒少量、柔らかい
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♀;襲雹望表ふ離土
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第 7図  3号住居跡遺物出土状況
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I号住

I号住 (南北 )
暗褐色土

掲色土

暗褐色土

掲色土

暗褐色土
6 暗褐色土

I号住 (東西 )
I 表 土  黒色腐植土
2 褐色土  炭化物少量
3 暗褐色土 根の境乱
4 暗褐色土 療化物少量
5 掲色±  2層 より明るい、暗褐色土少量
S 掲色土  暗褐色上多量、炭化物少量、 5 mmロ ー▲粒少量
7 黒褐色土 晴掲色上多量、掲色土少量、炭化物多量
e 暗褐色± 4層 より明るい、炭化物少遺、掲色土・黒褐色土少量
9 暗褐色± 8層 より明るい
10 褐色土  晴褐色土少量、炭化物少量
‖ 嗜穐色上 4・ 8層より明るい、褐色土少量
12 黄褐色土
13 暗褐色± 8・ ‖層より明るい、掲色土少量

∞
Ｏ
ｓ
，

ω
ヨ

I �mロ ーム粒少量             661,3
1 mmロ ーム粒少量、暗掲色土やや多量
1層 より明るい、 l mmロ ーム粒少量
暗褐色上多量、 l mmロ ーム地やや多量
3層 より暗い、 I mmロ ー本粒少量、炭化物少量
3層 より暗い、炭化物少量

「
い
Ｏ
Ｆ

一
ヨ

ｍ
０
２

・
一
ヨ

［
、

「
、

第14図  1号住居跡
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I号住カマ ド

融
鮪

暗掲色土  I mmロ ーム粒少量

疾輻琶圭 簿浩笹宝∵単握琶圭穿登t注里1捜祀瘍以量
暗褐e土 焼上少量、灰掲色土少量
暗褐色上 焼土やや多量、炭化物やや多量
黒褐色土 焼上粒ゃや多重、巖化物やや多量

第15図  1号住居跡カマド遺物出土状況
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第16図  1号住居跡遺物出土状況 (上 :土器全体、下 :土師器 )
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黒色上器

須恵器・陶器

第17図  1号住居跡遺物出上状況 (上 :黒色土器、下 :須恵器・陶器 )

平安土器出土状況

○不  ▼蓋
●甕  ■鉢
△皿  □その他

平安土器出土状況
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暗褐色上多量
l anロ ーム粒少置
暗褐色土混 しり

炭化物少量、焼土やや多量

第20図  4号住居跡、11・ 12-1・ 12-2・ 22号土坑

0       (1:cll)      2m

4号住カマド

0       (1:30)      1ぬ

予

暗褐色土 褐色上少量、炭イと物少量
褐色土   I～ 2 cnロ ーム粒少量、暗褐色土少量
褐色土  I～ 2 cmロ ーム粒多量、暗掲色土多量
暗褐色土 炭化物少量、柔らかい
掲色土  I～ 29nロ ーム粒多量、炭化物少量
暗褐色上 柔ら|かい
暗掲色上 5 mmロ ーム粒少量、炭イし物少量

暗褐色± 7層 より嗜い、炭化物少量、 5 mmロ ーム粒少量
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5号住

5号住 完掘状況

0      (1:cll)     2n

第23図 5号住居跡
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第25図  5号住居跡遺物出土状況 (上 :黒色土器、下 :須恵器・陶器 )
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ノ

汀

輩

―

5号住カマ ド

～
5

）①６

5号仁カマ ド (東西 )
I 暗褐色上  I mmロ ーム粒少量、 5 mmロ ーム粒少量
2 暗褐色±  1層 より明るい、 1～ 5 mmロ ーム粒多量、炭化物少量
3 暗褐色±  2層 より暗い、 I mmロ ーム粒少量、褐色上・灰掲色上少量
4 暗掲色±  3層 より暗い、炭化物少量、焼土粒やや多量、 I mmロ ーム

粒少量
5 暗褐色±  5 mmロ ーム粒少量、焼上紅やや多量
6 灰褐色土 粘上・暗褐色上少量
H 暗褐色土 焼土粒多量
3 赤褐色上 焼土・暗褐色上少量

霧メ8

▽欲
G6608m

0         (1130)

5号住カマ ド (南北 )
1 暗褐色土  I mmロ ーム粒少量、 5 mmロ ーム粒少量
2 暗褐色土  1層 より明るい、 1～ 5 mmロ ーム粒多量、炭イと物少量
3 暗褐色±  2層 より暗い、 I mmロ ーム粒少量、掲色上・灰褐色土少量
4 暗褐色上  3層 より暗い、炭イし物少量、焼上粒やや多量、 l mmロ ーム

粒少量
5 嗜褐色上  2層 より明るい、 1～ 5 mnロ ーム粒少量
6 灰掲色土 暗褐色上少量
7 暗褐色上  I～ 5 mmロ ーム粒やや多量、炭化物少量
8 暗掲色±  7層 より明るい、 l mmロ ーム粒少量、炭化物少量、灰褐色

土少量
9 暗褐色土 褐色土少量
10 灰褐色土 暗褐色上少量、褐色上少景
H 暗褐色土 焼土粒多量
12 暗褐色±  8層 より暗い、 l mmロ ーム粒やや多畳

Ill

第26図  5号住居跡カマ ド遺物出土状況、出上石器
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7号土坑

十

上坑内遺物出土状況

●土器  △骨・歯
○礫   ▲炭化物
★古銭

。19号土坑

19号土坑

0       (1:30)      Ial

鬱

⑬

③

暗褐色土  I cmロ ーム粒少量
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I号竪穴状遺構

∞

０
０
０

↓
ヨ

〃
河
紫
＋
―

iERl

1 黒掲色土 表土、腐植土
2 暗掲色土 褐色上少量
3 暗褐色±  2層 より暗い、 l mmロ ーム粒少量、炭化物少量
4 掲色土   I mmロ ーム粒少豊、暗褐色上少量
5 暗褐色±  3層 より明るい、掲色上・黒掲色土やや多置、炭化物少量
6 暗黄褐色土 暗掲色上少量
7 暗褐色土 掲色土少量、 3層 より暗い

661.4m

暗褐色土 褐色上ましり
暗褐色上 褐色土・ 黒掲色土ましり
褐色土  暗褐色土ましり
暗掲色土 褐色上粒やや多量

661.3m

2

♀  (110の   2n

十

本

I号溝 !号上坑

I号溝
I 暗褐色上 掲色上少量、 l mmロ ーム粒少量
2 褐色上  炭イし物少量、暗掲色土少量

0      (1:60)     2m

土坑内遺物出上状況

●上器  △骨
○礫   ▲炭化物
☆古銭

I 暗褐色上  I mmロ ーム粒少量、炭化物少量
2 暗掲色上  I層 より暗い、 l mmロ ーム粒やや多量、炭化物少量、

1層 より柔らかい

0       (l t ell)      in

第39図  1号竪穴状遺構、 1号溝、 1・ 2号土坑

2号土坑
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墓坑

番号 図 グリット 長軸 (cln) 短軸 (cm) 深さ (cm) 出土遺物
古  銭 人 骨・歯

形 態
枚数 性別 年 齢

7 X-52 59,3´-76.8 ○ 不明 壮年前半 A(隅九長方形・礫なし)
11 X-54 58-ヤ 73 4 ○ 3 ○ 不明 小児 (10オ前後) C(小円形・礫なし)
12-1 X-54 (48) 19～ 28 ○ 6 C(小円形・礫なし)
X-53 42 7-58.9 ○ 女性 壮年 A(F島九長方形・礫なし)
X-53・ 54 (118) (121) 99 2´-101 3 ○ ○ 不明 不明 B(隅九長方形・礫あり)
X-53 (43) 57-63 D(4ヽ円形・礫あり)

18-1 X-54 (42.5) 42´ヤ76 1 かわらけ、五輪塔 ○ 6 ○ 男性 壮年 B(隅九長方形・礫あり)
18-2 X-54 66 9´ヤ73 O 6 ○ 男性 壮年前半 B(隅丸長方形・礫あり)
X-53 64 5-81 3 C(小円形・礫なし)
X-54 40_4´-44 8 五 輪塔 D(小円形・礫あり)

第 2表 土坑・ ピットー覧

ピット

火葬墓または火葬施設

番号 図 グリッド 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ(cm) 出土遺物
古  銭 人 骨・ 歯

形 態
枚 数 ,生】U 年 齢

X-53・ 54 2～ 6 不 明 成 人 礫密集
Vヽ-53・ 54 (61) 5～ 9 不 明 青 年 礫なし、焼上のみ

その他の上坑
番号 図 グリッド 長軸 (om) 短軸 (cm) 深さ(cm) 備 考

1 V-52 (840) (97.0) 33 4-92.6

V-52,W-52 1450 94_0 17 7--23 4

3 ヽヽた一-52 1325 113 0 34-41 5
4 Vヽ-53, Vヽ-54 192 5 112 5 10 2´日16_1
5 4 V-49 86 0 70 5 17 3-24 3 2住内土坑
X-52 68 5 48 5 21 5-24 4

X-52 74 0 (410) 16 8-19 2

X-52 56 0 (380) 17 5-18 3
12-2 X-54 52 0 420) 20 9-30 7 中世墓 ?
X-53 94 0 60 0) 12 6´日24 4

ヽヽ「―-54 62 0 48 0 65´ψ90 中世墓 ?

氏ヽ「―-53 87 0 70 0 19 7-42 5

X-49,X-50 (86 0) (79 0) 37-42 縄文貯蔵穴 ?

X-49 98 0 64 0

X-50 76 0 66 0

X-52 65 0 53 0

X-53 99,0 64 0

X-53 129,0 63 0 8

X-53 (77_0) 48 0

X-53 71.5 69.5 4,9～ 183
V-54,ヽV-54 84.0 58.0

Vヽ-54,X-54 32.0 30.0 615～ 71_5 中世 墓 ?

Vヽ-51 88.0 69.0 3住内
6 V-51 49.0 50 0 48-50 2 3住内、貯蔵穴
W-51 69.0 61.0 3住内
V-48 70_0 55.0

V-48 97.の 59,0 7

番 号 図 グリッド 長軸 (cm) 短軸 (伽 ) 深さ (cm) 備  考
1 X-49
2 X-49
3 X-50
4 Vヽ-50
5 X-50
6 X-53 9

7 Vヽ-53 8

8 V-54 10.5

第 3表 石器一覧
図 出上位置 遺物番号 器 種 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚 (cln) 重量(g) 石 材 備 考

2住 9 積 刃 形石 器 12_2 90 0 ホルンフェルス

2住 凹 石 103 432.0 閃緑岩 表裏に凹あり
3住 二次力H工の あ る剥 片 12 83.0 ホルンフェルス

3住 打製石 (107) (10,7 (28) (3000) ホルンフェルス 短冊形

3住 打製石 (77) 46) 18) (520) 頁岩 短冊形・43と接合
3住 剥 片 07 頁岩 42と 接合
3住 積 刃 形石 器 116 11 68 0 ホルンフェルス

3仁 積 刃 形石 器 49 0 ホルンフェルス

3住 凹 石 10.2 513 0 安 山 表裏に磨面・凹あり、側面整形痕あり
3住 石 皿 27.4 27 0 9500 0 輝看

=山
岩 作業 面 は平 坦

5住 打製石斧 11.9 178 0 砂 岩 短冊 形

5住 打製石斧 (8.6) (54 1.9) (93 0) ホルンフェルス 揆 形

5仁 打製石斧 (7.2) 46) (Z.tj, (も l lj, ホルンフェルス 揆 形

5住 横刃形石器 51_0 ホルンフェアレス

5住 棒状礫 (10.6) (4.4) (38) (3Uυ .U, 砂 岩 ンマー ?

遺構外 磨石 10 0 648 0 安 山岩 暦 面 は 1

1号溝 原石 67 100 0 黒 曜石

1号溝 原石 53 0 黒曜石

1号溝 原石 56 0 黒曜石

―-61-



第 4表 平安・中世遺物観察表
図 監物番君 亀上位こ 器種 器 形 残 存率 奎さ(g) 焼 成 胎 土 色 調 調 整 特  徴

1 1号住 黒色土器 甲斐型郷
底部破片

57 72 8 良好
長石、石英、赤色粒 子、黒 (外 )(底 )明 赤 褐 色

(内 )黒待
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ サ
ロナデ (底 )回転糸切 り、外周ヘラケズリ

(外)(底 )黒斑あ
り

2 1号住 黒色上器 高台 17N 底音[破片 67 良好
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外 ,(底)橙色(内 )案 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
十底)回転糸切り、高台付ケナデ

(底 )墨 書 か ?溜
台貼り付け

3 1号住 黒色土器 部 30% 37 (124) (64) 良好 長石、石英、黒雲母を含む
(外 )(底 )に ない褐色
(内 )黒色

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ (底 )回転糸切リ

(外)刻 書 2ヶ 所
(春り

4 1号住 黒色土器 郭 40% 50 (156) 良好 長石、石英、黒雲母を含む
(外)(底 )に求い褐色
(内 )黒 色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底)回転糸切リ

5 1号住 黒色土器 高台郭 底部破片 良好
長石、石 英、黒雲母、赤 色
粒子、黒Ⅲ粒子″含守|

(外)(底 )に葉い黄澄
色 (内 )黒 色

(外 ,ロ クロナデ (内 ,ロ タロナデ、ヘラミガ去
(底 )回転ヘラケズリ、高台付ケナデ ナ

1号住 黒色土器
'不

?
体 ～

底部破片
64 良好

長石、石英、黒雲母、赤連
粒子、果色粒子を含む

(外 )(底 )明 赤 褐 色
(内 )黒 色

(外 )ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )回転系切 り、回
転ヘラケズリ

7 1号住 上師器 郭 底部破片 65 良好
長石、石爽、黒雲母、黒色
粒子を含む

(外)(底 )明 赤褐色(内 )明 (外 )ロ クロナデ (内 )ロクロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切り、ヘラケズリ

18 1号住 須恵器 邪 口縁部破片 (160) 83 堅級
長石、赤色粒子、黒色粒子
ケ含帝 え責色 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

1号住 須恵器 高台不
体 ～

底部破片
堅級
長石、石英、黒色粒子を含
む

IHL灰 黄色
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ (底 )ロ クロ
チデ

(底 )高 台貼 り付
|十

1号住 須恵器 郭 ?
室部破片

堅 緻
長石、石英、赤色粒 子、票
色粒子を含む

瞥灰黄色
(外 ,ロ クロナデ、下部指ナデ (内 )ロ クロサ
デ(底 )回転系切り

11 1号住 須恵器
"【

?
体～

底部破片
(68) 堅 級 長石、黒色粒子を含む 仄黄色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ(底 )回転
ヘラケズリ

12 1号住 須恵器 lTN?
葺音h破片

99 堅級
長石、石英、黒色粒子を含
む (内 )灰褐色

(外 )ロ クロナデ、下部指ナデ (内 )ロ クロナ
デ(底 )回転糸切 り、ヘラケズリ?

を3 1号住 須恵器 17N?
底部破片

113 堅級 長石、石英、黒色粒子を含 暗灰黄色 (外 )ロ クロナデ、下部指ナデ (内 )ロ クロサ
デ (底 )回転糸切リ

14 1号住 須恵器 甕 蹟部破片 堅緻
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外 )暗青灰色 (内 )灰
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

15 1号住 須恵器 甕 同部破片 堅緻
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外 )灰 色一部黄灰t
(内 )暗灰黄色

(外 )タタキメ(内 )ロ クロナデ

1号住 須恵器 甕 同部破片 14 石 柔、黒雲母 を含む オリープ灰色 (外 )タタキメ(内 )ロクロナデ

17 1号住 須恵器 甕タ 旧部破片 堅叙
長石、石英、赤色粒子を含
む (外 )灰 色 (内 )青灰t (外 )タ タキメ、

ロクロナデ (内 )タ タキア、ロク
ロナデ

18 1号住 須恵器 甕 用部破片 堅叙
長石、石英、黒色粒子を含
む (外 )青灰色 (内 )灰t (外 )タ タキメ(内 )タ タキメ、ロクロナデ

1号住 須恵器 甕 同部破片 堅級
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外)灰 オ リー ブ t
(内 )灰 白tl

(外)タタキメ、釉薬ガケ(内 )タ タキメ、ロケ
ロナデ

1号住 須恵器 長頸重 隕著6破片 175 堅撤 長石、石英、黒色粒子を含
む

外

内
灰 色 一 部 黒 【
暗灰色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

21 1号住 陶磁器 一霊
本～

甍部破片
堅 緻
長石、石英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

(外 )暗 褐 色、釉薬部
分灰オリーブ色 (内 )
(底 )褐灰色

(外 )ロ クロナデ、釉薬ガケ (内 )ロ クロナブ

(底 )ロ クロナデ
(底 )高台貼り付

`す

1→号～にと 灰釉陶器 皿
雲部破片

堅繊 長石、黒色粒子を含む
(外 )(底 )灰 白色 (内 )
灰オリーブ色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、釉薬ガケ

(底 )回転糸切リ
(底 ,外周一部相
薬付着

1号住 土師器 甲斐型型 1同菩b破片 219 0 良好
長石、石楽、全雲母、黒讐
母、黒色粒子を含む

FHZ赤 褐色 (外 )タテハケメ(内 )ヨコハケメ

24 1号住 土師器 甲斐型甕 同部破片 良好
長石、石英、黒雲母、黒色
統子,含主「

(外)赤褐色 (内 )暗捉
色

(外)タテタヽケメ(内 )ヨコハケメ 目あり

1 1号住 上師器 甲斐型甕 コ縁部破片 32 1 良好
長石、石芙、金雲母、黒雲
母、赤色粒子を含む

(外 )に な い赤 褐 色
(内 )黒褐缶

(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内 )口 縁部ロクロナデ、胴部ヨヨハケメ

1 1号住 土師器 甲斐型変 同部破片 良好
長石、石英、金雲母、黒色
粒子を含む

(外 ,赤褐色 (内 )黒擢

“

(夕|)タテハケメ(内 )ヨコハケメ

I 1号住 土 ,市器 甲斐型甕 コ綴部破片 (466) 57 3 良好
民石、石英、金雲母、黒雲
母、黒色粒子″含む

(外 )`こ 葉 い赤 褐 色
(内 )黒褐侮

(外 )日 縁部ロクロナデ、胴都タテハケメ

(内 )ココハケメ

1号住 上師器 甲斐型甕 口縁部破片 (46 4) 36 7 良好
長石、石英、金雲母、黒色
粒子を含む

橙 色
(外)日 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内 )日 縁部ヨコハケメ、胴部ロクロナデ

1 1号住 上師器 甲斐型甕 口諏 ★ (452) 37 2 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、黒角粒子″含士「

(外 )に な い赤 褐 色
(内 )明赤褐色

(外)口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )ヨコハケメ

1号住 土師器 甲斐型甕 口縁部破片 (416) 22 8 良好
長 石、石 英、金 雲 母 、黒 色

粒子を含む
(外 )に な い赤 褐 色
(内 )1こない責橙角

(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内〕口縁部ロクロナデ胴部ヨコ八ケメ

1 1号住 土師器 甲斐型変 口縁部破片 (404) 良好
長石、石英、金雲母、赤色
粒子ケ含すf

にない赤褐色
分
内
口縁晋トロタロナデ、】阿部タテ′ヽケメ
ヨコハケメ

1号住 土師器 甲斐型妻 H縁部破片 (328) 109 8 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、黒色粒子を含む

(外 )赤掲色 (内 )黒褐 外
内
口縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ
ヨコクヽケメ

1号住 土師器 甲斐型甕 口縁部破片 (325) 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
晟″合す|

(外 )暗赤褐色 (内 )果
掲色

(外 ,口 縁部ヨコハケメ、胴部タテハケメ
(内 )ヨコハケメ

1号住 土師器 甲斐型甕 口縁部破片 (324) 良好 長石、石英、金雲母を含む にない赤掲色 (外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )ヨコノヽケメ

1号住 土師器 甲斐型獲 口縁部破片 (312) 60 3 良好
長石、石英、金雲母、黒彗
母、赤色粒子を含む

明赤褐色
(外 ,日 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内 )日縁部ロクロナデ、胴を[ナナメハケメ

36 1号住 土師器 甲斐型姿 口縁部破片 (290) 良好
長石、石英、黒雲母、黒t
粒子を含む

(外)にない澄色一樹
赤褐色 (内 )にない方
褐色

(外)口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )ヨコハケメ

l号住 土師器 甲斐型姿 日縁部破片 (298) 良好
長石、石英、金雲母、黒 t

赤褐色
(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ

(内 )口 縁部ヨコハケメ、胴部ロクロナデ

1号住 土師器
型
差
斐
即
甲

ツー、
日縁部破★ 73 良好

臣石、石英、黒雲母、赤 [
こ子、黒色粒子を含む

男赤褐色
(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ

`内

)ヨコハケメ

と号住 土師器 甲斐型甕 H縁部破片 (160) 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、赤色粒子を含む

(外 )暗赤褐色 (内 )に
ない赤褐色

(舛 ,日 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内 )ヨコハケメ

l号住 土師器
型
甕
斐

型
甲
小 片

一
破
縁
部
口
胴 (140) 良好

受石、石英、黒雲母、黒色
笠子を含む

(外)赤掲色 (内 )明赤
褐角

(外)口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ クメ
(内 )ョ コハケメ

1号住 土師器 甲斐型獲
胴 ～

底都破片
良好
長石、石英、金雲母、黒色
位子を含む

(内 )黒色一部赤褐色
(外 )タ テハ ケメ(内 )ヨ コハケメ(底 )木 葉
痕 ?

[号住 土師器 甲斐型獲
胴 ～

(120) 34 7 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、黒色粒子を含む

こない赤褐色
(外 )ロ クロナデ (内 )コ コハ ケメ(底 )木 課
痕

1号住 土師器 甲斐型密 口縁部破★ 2) 良好
長石、石英、金雲母、黒色 こない橙色

(外)日 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )口 縁部ロクロナデ

1号住 土師器 甲斐型密 回縁部破片 (272) 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、赤色粒子を含む

t外)明赤褐色(内 )に (外)口 縁部ロクロナデ、胴部ナナメハケメ
(内 )ヨ コハケメ

1号住 上師器 甲斐型蜜 日縁都破★ (276) 66 7 良好
長石、石 英、黒雲母、黒 色
粒子を含む

(外 )に な い赤 掲 色
(内 )にない赤褐色一

部黒色

(外 )口 縁部 ロクロナデ、胴都タテハ ケメ

(内 )口 縁部ヨコハケメ、胴部ナナメハケメ

19 1号住 土師器 甲菱型雲 口縁部破片 (26 4) 良好
長石、石英、金雲母、黒雲
母、黒缶対子夕含すo

にない褐色
(外 ,日 縁詈トロクロナデ、】Fl部タテハケメ
(内 )ヨコハケメ

1号住 土師器 甲斐型甕 口縁都破片 (227) 良好
長石、石英、金雲母、黒色
粒子を含む

赤褐色
(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ
(内 )ヨコハケメ
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1号住 土師器 甲斐型甕 口縁部破片 (214) 22 3 良好
長石、石英、金雲母、赤 C
粒子、黒色粒子を含む

こない赤褐色
(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )口 縁普るココハケメ、胴部ロクロナデ

1 4号住 土師器 甲斐型 17N 50% 57 (134) 55 良好
長石、石英、赤色粒子、景
行対子ケ含すf

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘラケズリ

(内 )暗 文 (み こ

み部にはなし)

2 4号住 土師器 甲斐型不 底部破片 (55) 21 3 良好
長石、石英、赤色粒子、黒
色粒子を含む

(外 )(底 )にない赤褐
色 (内 )明赤褐色

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ(底 )回転糸切り、ヘラケ
ンヾ1)

(内 )暗 文 (み こ

み部にはなし)

3 号住 上師器 甲斐型 lTN 30% (104) (60) 良好
長石、石英、黒雲母、赤 〔
粒子、黒色粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘラケズリ

(外 )墨書

4 4号住 土RV器 甲斐型邦 70% (114) 62 良好
長石、石英、黒雲母、赤 t
粒子、黒色粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ (底 )回転系切り、ヘラケズリ

5 号住 土師器 甲斐型 17N 底部破片 良好
長石、石英、黒雲母、赤〔
粒子、黒色粒子を含む

男赤褐色
(外 )ロ ク,ナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ (底 )回転糸切り、ヘラケズリ

6 号住 土師器 甲斐型皿 30% 25 (147) 良好
長石、石英、黒雲母、赤荏
粒子、黒色粒子を含む

月赤褐色
(外 )ロ クロナデ、回転ヘラケズリ(内 )ロ タ
ロナデ、ヘラミガキ(底 )回 転糸切 り、回転
ヘラケズリ

(内 )暗文

7 4号住 土師器 甲斐型甕 口縁部破片 (230) 良好
長石、石英、金雲母、赤 t
粒子、黒色粒子を含む

(外 )赤褐色 (内 )に 珠
い赤褐色

(外)口 縁部ロクロナデ、胴部タテハ ケメ

(内 )口 縁部ロクロナデ、胴部ヨコハケメ

8 号住 土師器 郷 底都破狩 37 2 良好
長石、石英、黒雲母、黒 t
粒子を含む

こぶい黄橙色
(外 )ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ (底〕回転糸切り

9 号住 土師器 郭 底都破片 (55) 24 3 良好
長石、石英、赤色粒 子、票

色粒子を含む
色褐
色中坤

外
底

(外 ,ロ タロナデ (内 )ロ タロナデ (底 ,回転
糸切リ

号住 土師器 j7N? 底部破片 (50) 良好
長石、石英、赤色粒子、黒 (外 )(内 )1こない橙〔

`底

)にない褐i
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ (底 )回 転
系切け

号住 土師器 ITN?
体～

廣常БhC片 良好
長石、石英、黒雲母、赤 絶
粒子、黒色粒子を含む

橙色
(外 ,ロ クロナデ (肉 )ロ クロナデ (底)回転
糸切リ

4号住 黒色土零 邪 口縁部破片 良好
長石、石英、黒雲母、赤色
肘子、黒魯対子を含す「

〔外)にない橙色(内 )
雲角 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ (外 )墨書

号住 黒色上器 郭 30% 62 (148) (72) 良好
長石、石英、黒雲母、黒色
粒子を含む

(外 ,(内 )にない橙色
(底 )明赤褐色一部黒
Ⅲ

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ
ロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘラケズリ

号住 黒色土器 高台郭 60% (150) 76 良好
長石、石英、黒雲母、黒色
粒子を含む

(外 )にない橙色 (内 )
黒色 (底 )黒 色一部に
ない橙色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転ヘラケズリ、高台付ケナデ

(底 )高台貼り付
1す

号住 黒色土器 郭 50% (150) (62) 良好
長石、石英、黒雲母、黒色
位子を含む

(外 )に ぶい橙色 (内 ,
黒色 (底 )に ない橙色
一部黒色

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ
ロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘ ラケズリ

(外 )墨書

号住 黒色土器 郭 70% 53 (129) 良好
長石、石英、黒雲母、黒色
位子を含む

(外 )に ぶ い橙、一 部
明 赤 褐 色 (内 )黒 色

(底 )に葦い橙色

(外 )ロ クロナデ、下郡回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )回転糸切り、ヘ

ラケズリ
(外 )墨書

号住 黒色上器 高台郭
口 縁 ～

底部破片
72 (158) (9D 良好

長石、石英、黒色粒子を含
む

(外 )(底 )橙 色 (内 )黒
色

(外 )ロ クロナデ、高台部回転ヘラケズリ

(内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ(底 )ロ クロナ
デ、回転ヘラケズリ

(底 )高台削り出
し

号住 黒色上器 高台辱
口 縁 ～

底部破片
(73) (156) 良好

長石、石英、黒雲母、黒色
位子を含む

(外 )(底 )に 景い橙色
(内 )黒 色

(外 )ロ クロナデ、高台部 回転ヘラケズリ

(内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ(底 )回転ヘラ
ケズリ

(外 )墨書 (底 )高
台削り出し

号住 黒色上器 郭
日 縁 ～

底部破片
(124) 43 7 良好

長石、石英、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

色 (内 )黒 色 (底 )に お
い橙色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ

(底 )ヘラケズリ

号住 黒色土器 ネ 25% (47) (130) (68) 良好
長石、石芙、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )(底 )に ない橙連
(内 )黒 色

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ

(底 )外周以外剥

号住 黒色上器 蓋 口辺部破片 (170) 1? 8 良好
長石、石英、赤色粒 子、果
色粒子を含む

(外 )`こ な い黄 橙 色
(内 )黒色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミがキ

4号住 須恵器 17N 30% 堅 緻
長石、石英、黒色粒子を含
む

灰 色
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ (底 )ヘラケ
ズけ

4号住 須恵器 郭 一
誰

縁

都
日
休 (124) 堅緻

長石、石英、赤色粒 子、黒

色粒子を含む
灰 色 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

4号住 須恵器 重 胴部破片 堅 縁
長石、石英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

(外 )褐 灰 色、釉薬部
分オリーブ黒色 (内 )
褐灰色

(外 )ロ クロナデ、釉薬ガケ (内 )ロ クロナデ

4号住 須恵器 甕 胴部破片 堅緻
長石、石英、赤色粒子を含 (外 )黄灰色 (内 )黒推

色 (外 )ロ クロナデ、タタキメ(内 )ロクロナデ

4号住 須恵器 ,同著Ь破片 52 3 堅緻
長石、石栗、赤色粒子、幕
色粒子を含む

(外 )暗灰責色一部坊
灰色 (内 )灰亀

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

4号住 黒色土器 蓋 泌
片
つ
破 80 良好

長石、石英、黒雲母、黒 t
締子ケ含すf

(外 )にない橙色 (内 )
黒色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ

4号住 須恵器 蓋 口辺部破片 (150) 堅緻
廣石、石英、赤色粒子、票
色粒子を含む

(外 )暗灰黄色 (内 )灰
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

4号住 須恵器 蓋 口辺部破片 (150) 堅 緻
長石、石英、黒色粒子を含
む 黄灰色 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

2 5号住 土師器 甲斐型不 100% 92 3 良好
長石、石英、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

月赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ (底 )ヘラケズリ

(外 )墨書 (内 )嗜
文 (みこみ部には
なし)

3 5号住 土師器 甲斐型耳 70% (110) 47 良好
長石、石英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ(底 )回転糸切り、ヘラケ
ンぐI)

(坤 塁書(南り(内 )
暗文(みこみ部にはな
し)

4 5号住 土師器
型
杯
斐
台
甲
高

体 ～

底部破片
良好
長石、石英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )回 転糸切り、回
転ヘラケズリ

こ
Ｄ
出］弾］5 5号住 土師器 甲斐型邦 30% 43 (102) 良好

長石、石英、赤色粒 子、票
色粒子を含む

にない赤褐色
(外 ,ロ タロナ デ、下 部 ヘ ラケズ リ(肉 )ロ サ
ロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘラケズリ

(内 )暗 文 (み こ

み部にはなし)

6 5号住 土師器 苛台郭 底部破片 57 良好
長石、石英、赤色粒 子、黒

橙 色
(外 )ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )ヘラクズリ

(底 )高 台削り出
し

7 5号住 土 師器 コ斐型
jIN?
体部破片 11 良好

長石、石英、赤色粒 子、崇
色粒子を含む

明赤褐色 (外 )ロ クロナデ、ヘラケズリ(内 )ロクロナテ (外 )墨書

8 5号住 土師器 甲斐型耳 体部破片 良好
長石、石英、赤色粒 子、黒

色粒子を含む
明赤褐色 (外 )ロ クロナデ、ヘラケズリ(内 )ロクロナテ (外 )墨書

9 5号住 土師器 甲斐型皿 95% 19 良好
長石、石英、赤色粒 子、票
色粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )回転ヘラケズリ

(内 )暗文

5号住 土師器 甲斐型皿
口縁～

底部破 片
(27) (133) 良好

長石、石英、赤色粒子、黒
色粒子を含む

明赤褐色
(外 ,ロ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 ,
ロクロナデ、ヘラミガキ (底 )回転ヘラケズリ

11 5号住 土師器 〒斐型留
口縁 ～

胴部破 片
(266) 良好

長石、石英、金雲母、黒雲
母、赤色粒子、黒色粒子を
含む

にない赤掲色
(外)口 縁部ロクロナデ、胴部タテハケメ

(内 )ヨコハタメ

5号住 土師器
胴～

底部破片
良好

長石、石英、金雲母、黒冨
母、赤色粒子、黒色粒子塗
含む

(外 )明 赤褐色一部黒
色 (内 )暗赤褐色 (底 )
明赤掲色一部黒褐色

(外 )タ テハケメ(内 )ヨ コハケメ(底 )木 葉
痕

5号住 土師器 〒斐型コ 胴
～

底部破片
50

や
良
や
不

長石、石英、金雲母、黒雲
母、赤色粒子、黒色粒子を
含む

(外 )(内)暗 赤 褐 色
(底 )褐灰色一部にな
い橙色

(外 )タ テハケメ(内 )タテハケメ(底 )木 葉
痕
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14 5号住 土師器
甲斐型
小型甕

口縁 ～

胴都破 片
良好

石
、
ヽ
赤
む

長
母
含

(外 )1こ オ い赤 褐 t
(内 )黄褐色

(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部 タテハ ケメ

(内 )口 縁部ロクロナデ、胴部ヨコハケメ

15 5号住 土師器 甲斐型菱 口縁部破片 良好

長石、石 英、金雲 母、黒雲
母、赤色粒子、黒色粒子を
含む

こない赤褐色
(外 )日 縁都ロクロナデ、胴部 タテハ ケメ

(内 )ヨコハケメ

'号

住 土師器 甲斐型鉢
口縁 ～

(380) 1407 良好 長石、石英、金雲母、黒雲
母、黒色粒子を含む

赤褐色
(外 ,日 縁音トロクロナデ、】同部タテハケメ
(内 )ヨコハケメ

17 5号住 土師器 甲斐型瑠 底部破片
や
良
や
不
長石、石 英、金雲母、黒雲
母、黒色粒子を含む

(外 )褐灰色 (内 )暗方
褐色 (底 )暗赤褐色一

部黒色

(外 )タ テハケメ(内 )ヨ コハケメ(底 )木 葉
痕

号住 上師器 小型変 胴部破片 良好
長石、石 英、赤色粒 子、黒
色泣子を含む

(/1‐ )明赤褐色 (内 )橙
(外 )ロ クロナデ、カキメ(内 )ロ クロナテ

37 19 ,号住 土師器 甲斐型菱 胴部破片 52 9 良好

石
、
ヽ
赤
む

長
母
含

(外 )イこな い赤 褐 t
(内 )暗赤褐色

(外 )タテハケメ(内 )ヨコハケメ

B7 ,号住 黒色上器 郊 〕5% 43 62 良好
長石、石英、鼻雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

(外 ,(底 )にない貢椙
色 (内 )黒色

(外 ,ロクロナデ (内 ,ロ タロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切リ

(外)墨書 (南 )

,号住 黒色土器 郭 ,0% (130) 良好
長石、石英、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )にない褐色 口縁
部黒色 (内 )黒色 (底 )
掲灰色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロクロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切リ

(外)墨書 (南 )

22 号 住 黒色土器 郭 )0% (136) 53 良好
長石、石英、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )にぶい褐色 口縁
部黒色 (内 )黒色 (底 )
にぶい褐色

(外 )ロ クロナデ、下部ヘラケズリ(内 )ロ ク
ロナデ、ヘラミガキ (底 )回転糸切り

(外)墨書 (南り

号住 果色土器 ネ 100% 51 H43 良好 長石、石英、黒雲母、赤 色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )にない橙色 口縁
部黒色 (内 )黒色 (底 )
に禁い橙色

(外 )コ クロナデ、下部回転ヘラケズリ(内 )
ロクロナデ、ヘラミガキ(底 )回転糸切 り、回
転ヘラケズリ

号住 黒色土器 不 40% 57 (152) 良好
長石、石英、黒雲母、赤 色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )にない褐色 (内 )
黒色 (底 )黒色一部に
ない褐色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切リ

号住 黒色土器 耳 50% 45 (128) 57 良好
長私石美、黒雲母、赤色粒子、黒 (外 )(底 )に ぶ い橙 ど

(内)黒負一部給

“

(外 )ロクロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ

`底

】FHH転糸切リ

'7

号住 黒色土器 17N )9% 41 12 9 良好
長石、石天、黒雲母、赤色粒子、葉
色粒子を含む

(外,(底 )にない橙 [
(内 )黒色

(外 ,ロクロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切リ

27 号住 黒色土器 写 )0% 46 57 良好
長石、石英、黒雲母、赤色粒子、早 (/1・ )(底 )にない黄橙

色 (内 )黒色
(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ

(底 )回転糸切り

〕8 28 ,号住 黒色土器 高台皿 )5% 良好
長石、石 楽、赤 色粒 子、票
色粒子を含む

(外 ,(底 )明 赤 褐 色
(内 )黒色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロクロナデ、ヘラミガキ
(底 )ロ クロナデ

(底 )刻 書 (× )、

B8 号住 黒色土器 郭 底部破片 農好
長石、石英、黒雲母、赤色粒子、黒
れ締子ケ含if

(外 )(底 )にない黄橙
色 (内 )黒色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底 )回転糸切リ

3g 30 号住 黒色土器 皿 ? 底部破片 49 良好
長石、石 英、黒雲母、赤色
粒子、黒色粒子を含む

(外 )にぶい黄橙色一

部黒色 (内 )黒色 (底 )
にぶい黄橙色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ

(底 )回転糸切り、一部ヘラケズリ

,号住 黒色土器 高台郭 底部破片 73 良好
長石、石芙、黒雲母、赤色粒子、冥
g粒子を含む

(外 ,(底 )にない橙色
(内 )黒色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ、ヘラミガキ
(底〕回転糸切り、高台耶ケナデ

高台貼り

号住 土師器 小型甕
口縁～

胴音Б破 片
(142)

径

。 良好
長石、石癸、黒雲母、赤色粒子、具
色粒子を含む

赤掲色
(外 ,日縁部ロタロナデ、】同部カキメ(内 ,ロ
豪部カキメ、胴部ロクロナデ

,号住 土師器 小型甕
胴部破片

2)
(103)

良好
昆石、石美、金雲母、黒雲母、黒色

明赤褐色
(外 )口 縁部ロクロナデ、胴部カキメ(肉 )ロ
クロナデ

'号

住 土師器 小型甕
口縁 ～

(102) 良好
長石、石英、赤色粒 子、票

色粒子を含む
(外 ,1こ な い赤 褐 色
(内 )明黄褐色

t外 )口縁音トロクロナデ、胴部カキメ(内 )ロ
賦部カキア、1同部ロクロナデ

号住 土師器 早斐型雲
胴～

底部破片
(109) 良好

長石、石英、金雲母、黒雲
母、赤色粒子、黒色粒子を
含む

にない赤褐色
(外 )タ テタヽ ケメ(内 )ヨ コハケメ(底 )木 葉
庚?

5号住 土師器 小型甕 ?
B同～

底部破片
良好
長石、石 英、黒雲母、赤色
粒子を含む

明赤褐色
(外 )ロ クロナデ、カキメ(内 )ロ クロナデ、回
転ヘラケズリ(底 )回転糸切り、外周ヘラナ
デ

5号住 土師器 甕 ? 底部破片 17 2 良好
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外 )(内 )にない澄色
(底 )にない橙色一部
黒色

(外 )ロ クロナ デ、カキメ(内 )ロ クロナ テ
(底 )回転糸切り、外周ヘラナデ

5号住 土師器 小型甕
重部破片

良好
長石、石英、赤色粒 子、果

赤褐色
(外 )カ キメ、下部回転ヘラケズリ(内 )ロ
ロナデ (底 )回転糸切り、ヘラケズリ

5号住 土師器 小型甕 桐部破片 良好
臼粒子を含む

明赤褐色 (外 )ロ クロナデ、カキメ(内 )ロ クロナデ

5号住 土師器 小型甕 同部破片 22 1 良好
長石、石英、赤色粒 子、黒
色締子歩合す「

(外 )明赤褐色 (内 )橙
色

(外 )ロ クロナデ、カキメ(内 )ロ クロナデ

5号住 須恵器 雰
口 縁 ～

体部破片
(123) 堅級

罠石、石英、赤色粒 子、票
色粒子を含む

灰色 (外 )ロクロナデ (内 )ロ クロナデ

5号住 須恵器 イ 日縁部破片 (120) 堅 級
長石、石 英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

天色 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ

5号住 須恵器 大変 隈部破片
鑽径
(148)

堅級
長石、石英、黒色粒子を含
む

(外)暗 灰 色、釉薬部
分オリーブ黒・黄褐色
(内 )暗灰色

(外 )ロ クロナデ、釉薬ガケ (内 )ロ クロナデ

5号住 須恵器 甕 同部破片 堅 級
昆石、石英、赤色粒 子、黒 (外 )オ リー ブ 黒 t

(タト)タタキメ(内 )タタキメ、ヨ]ハケメ

5号住 須恵器 変 1同普Ь破片 55 2 堅級
長石、石英、赤色粒 子、冥
色粒子を含む

(外 ,(内 ,灰オリーブ

“

(外 )タタキメ(内 )ヨコハケメ

5号住 須恵器 甕 同苫LhA片 堅級
長石、石英、赤色粒 子、黒 (外 )オ リー ブ 黒 荏

(内 )灰オリーブ色
(タト)タタキメ(内 )ヨコハケメ

5号住 須恵器 変 同都破片 堅緻
長石、石楽、黒色粒子を含
む

(外,オ リー プ 黒 t
(内 )灰オリーブ亀

(タト)タタキノ(内 )ヨコハケメ

5号住 天釉陶器 葺台不 巨部破片 95 7 堅級
長石、石英、赤色粒 子、黒
色粒子を含む

(外)(内 )浅 黄 色、釉
薬部分緑灰色 (底 )浅

(外 )ロ クロナデ、釉薬 ガケ (内 )ロ クロナ
デ、釉薬ガケ (底 )回転ヘラケズリ、高台付
ケナデ

(底)高 台貼 り付

5号住 須恵器 甕 長部破片 (168) 堅繊
長石、石英、赤色粒 子、黒
缶対子″含

=|

(外 )(底 )暗 灰 黄 色
(内 )黄灰色

(外 ,ロ クロナデ、アタキメ、下詈卜回転^ヽラク
ズリ(内 )ロ クロナデ (底 )ヘラケズリ

5号住 決津 藤７８
幅

６球‐０ 45
413 0

1 5号住 石皿 ?
三
ト
ー歎
然

最大幅 最大厚 前
朗181号

土坑 土器 (皿 )
100% 30 [22 171 5 良好

昆石、石鬼金雲母、黒雲母、赤色
Fi子、黒色粒子″含む

(畑 (底)橙 色(内)橙 色一 (外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ (底 )回 転
糸切 リ

181号
土坑

土師質 かわらけ 19% 23 良好
長石、石入金雲世、黒雲世、黒で
粒子を含む

(州 (蜃)明 赤需色(内 )緩
色一部明赤褐色

(外 )ロ クロナデ (内 )ロ クロナデ (底 ,回転
糸切リ

2号 五
集

天釉陶器
小 型端 反

皿
lll% 69 7 堅緻

長石、石英、黒色粒子を追
む

(外 )(内 )灰 オリープ

色一部オリーブ灰色
(底 )灰オリーブ色

(外 )ロ クロナデ、釉薬 ガケ (内 )ロ クロナ
デ、釉薬ガケ (底 )ロ クロナデ、釉薬ガケ

(底 )高 台削 り出
し、焼成時の支え
の粘土付着

1号溝
土器

鉢 回縁部破片 (304) 良好
長石、石英、金雲母、黒荏
対平歩含主f

橙色 (外 )ロ タロナデ (内 )ロクロナデ

X-50
質師

器
土
土 内耳上器 日縁部破片 (268) 良好

長石、石央、赤色粒 子、票
色粒子を含む

こぶい黄橙色 (外 )ロクロナデ (内 )ロクロナデ (外)コゲ付着

―-64-―



第 5表 墨書土器一覧

遺構名 遺物番号 釈 文 種別 器 質 器種 記銘部位 方向 時 期 出上位置 備考

1号住

1 □ 墨書 ? 甲斐型土器 JTh 体外・底外 甲斐�～�I 黒斑 ?

天 ? 墨書 黒色土器 高台郭 底外 住居北東部上層

刻書

刻書
黒色土器 17h

体外 倒位
住居東部中層

体外 正位

4号住

□ 墨書 甲斐型土器 不 体 外 甲斐VⅢ 住居中央南西寄り

□ 墨書 黒色土器 不 体外 住居中央西寄り中層

□ 墨書 黒色土器 JTh 休外 住居南壁際

□ 墨書 黒色土器 邦 休外 住居北西部

□ 墨書 黒色土器 高台不 体外 住居北部

5号住

2 星 墨書 甲斐型土器 lTh 体外 正位 ? 甲斐X 住居南東部下層

3 南 ? 墨書 甲斐型土器 lTh 孵 ト 正位 甲斐X
7 □ 墨書 甲斐型土器 邪 ? 休外

8 □ 墨書 甲斐型土器 不 体外

南 墨書 黒色土器 不 体外 倒位 住居南東部下層

南 墨書 黒色土器 不 体外 正位 住居南東部下層

荏J? 墨書 黒色土器 lrh 休外 正位 住居西脇下層

× 刻書 黒色土器 高台邪 底外 住居北東壁際

第 6表 古銭一覧

Nkl 図 遺物呑号 出上位置 銭貨名 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g) 初鋳年 備  考
1 11」ヒ 永楽通費 0.15

11土 永楽通費 2.45 0.12

11土 不 明 2.35 0.18 拓本なし

12-1二L 皇宋通費

12-1二L 紹聖元賣 2.28 0.12 3.2 1094

12-1ニヒ 至大通費 2 27 1285

7 12-1二L ○祐元賣 2.32 嘉祐元費?・ 至道元賢 ?

12-1二L 不 明 拓本なし

12-1」ヒ 不 明 2.42 2.32 拓本なし

13」L 皇宋通費 1038

13」L 政和通費 2.42 2.42 1111

16」と 嘉○通費 2.42 2.42 嘉祐通費?。 嘉熙通賓 ?

16」と 天穏通費 2.47 1017

16」ヒ 大観通費 2.85 2.6 1107

16」ヒ ○○元費 2.38 2.38 0.12 県寧元賣 ?

16」L ○○元賣 2.6 熙寧元賣 ?

17 16」と 不 明 2.45 0.15 拓本なし

18-1」と 開元通費 2.35 2.32 0.11 960

18-1」L 皇宋通費 1038

18-1」ヒ 聖宋元賓 2.45 2.45 1101

18-1」L 正隆元費 2.48 2.48 0.18 1157

18-1」 L 不 明 2.55 2.53 拓本なし

18-1二L 不 明 0。 15 拓本なし

18-2」と 不 明 拓本なし

18-2」と 不 明 拓本なし

18-2」L 不 明 拓本なし

18-2」L 不 明 拓本なし

18-2」二 不 明 拓本なし

18-2Jと 不 明 拓本なし

19Jと 熙寧元費 2.32 2.33 0.11 1068

19」L 天豊通費 2.5 0.12 1078

19」L 永楽通費 1408

5住 不 明 2.42 2.35 0。 12 拓本なし
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第 7表 空風輪一覧
図 遺物番モ遺構名 A(cm) B(cm) C(cm) D(cm) E(cm) F(cm) 3(側 ) H(cm) I(cln) J(cm) K(cm) 重量(g) 石 材 備 考

1 五散在 10 6 109 55 53 10 5 03 2000 0 凝灰岩 墨書あり (空輪に「妙」、風輪に「法」が四方にある)
2 1五集 11 1 11 6 74 100 13 4 3050 0 凝灰岩 墨書あり (空輪 2ヶ所、風輪 lヶ所)判読不能
3 l五集 11 3 12 3 87 07 11 6 1970 0 凝灰岩 塁書あり (空輸・風輪各 7ヶ所)判読不能
4 遺構外 52 0こ 57 10 0 1400 0 舞山岩
5 2五集 3 10 8 11 1 12 0 2350 0 凝灰岩
6 五散左 10 2 67 07 00 11600 凝灰岩 欠損あり
7 2五集 10 2 1180 0 凝灰岩 欠損あり

8 五故在 10 3 10.1 1600 0 凝灰岩 平面形が楕円形
9 l五集 10 8 162 0[ 61 11 5 02 1980 0 凝灰岩 平面形が楕円形、石質が縞模様あり
2五集 0 11_5 13 7 2580 0 凝灰岩 石質が縞模様
1五集 8 12.6 75 112 12 6 2620_0 凝灰岩 平面形が楕円形

l五集 10 6 (66) 5_7 10 9 2040 0 凝灰岩

l五集 10 7 83 75 52 11 5 1840 0 凝灰岩

1五集 10_1 7.0 191 75 2120 0 安山岩 ホゾあり

第 8表 火輪一覧
図 宣物番
=
」上位E A(cm) B(cm) C(cm) D(cm) E(cm) F(cm) G(cm) H(cm) I(cm) J(cm) K(cm) L(cm) 自量 (質 | 石 材 備 考

五散在 19 〔 17 8_1 190 20 0 3470 0 凝灰岩
上面部段の高さ0 7cm、
墨書あり (4面 )

2五集 18 2 12 1 55 37 17 5 17 7 4260 0 凝灰岩 墨書あり 1面
1五集 19.[ 12.ξ (69) (49) 11 91 18 6 18 9 4980 0 凝灰岩 墨書あり 4面 )
2五集 19_〔 12 ( 71 ユ 17 8 190 87 5560 0 凝灰岩 墨書あり 2面
2五集 21 7 15 ] 5,7 3) 22 1 6480 0 凝 灰 岩 墨書あり 1 面 )

1五集 20.1 5,7 62 19 6 20_4 8_3 6200 0 凝灰岩 墨書あり 4面
2五集 19_2 13 C 72 87 18 3 195 4600 0 凝灰岩
五散左 18_C 10 〔 54 lユ 67 188 198 3800 0 疑灰岩

五故在 17〔 10 〔 37 l 77 16 2 169 4080 0 凝灰岩
五散在 21 7 10 〔 5,7 37 07 71 21 4 22 2 (68) 6020 0 凝灰岩
1五集 19 ` 0_2 78 19 4 198 4120 0 凝灰岩

五故在 21 1 31 19 (52) 67 19 3 20 6 (70) 4860 0 凝灰岩

2五集 21 1 11 2 (51) (24) (37) 22 (187) 20 8 101 5060 0 安山岩
2五集 22 7 10 6 2.7 51 117 21 1 23 0 118 5170 0 安山岩
1五集 23 2 10.6 (22) (66) 18 13 21 4 24 8 112 7420 0 凝灰岩

第 9表 水輪一覧
図 宣物番弓 A(伽 ) B(cm) C(cm) D(cm) E(cm) F(cm) G(cm) H(cm) I(cm) 重量徳) 石 材 備 考

1五集 161 11 4 1 10 こ 1_0 15,9 10 7 3190 0 凝灰岩 墨書あり (2面 )

1五集 176 10 9 10 t 15 13 17 0 12.5 11 5 3570 0 凝灰岩 墨書あり (1面 )

2五集 185 12 0 2 12 0 12 16 185 12 5 12 7 3860 0 凝灰岩 墨書あり (1面 )
2五集 174 12 1 10 0 173 10 7 103 3080 0 凝灰岩 墨書あり (1面 )
2五集 199 12 4 15 07 169 10 1 5220_0 凝灰岩 墨書あり (1面 )

1五集 191 11 2 19 2 89 5080 0 凝灰岩 墨書あり (1面 )
2五集 166 10 5 10 17 2 60) (2490 0) 疑灰岩 4分の1欠損
1五集 16 6 11 1 l 16 1 l.5 2920 0 凝灰岩

2五集 16.5 10 8 10 13 172 15 3700 0 凝灰岩

2五集 170 2 16 6 3630 0 疑灰岩

五散左 20 1 11 2 3 13 20 1 4350 0 凝灰岩

18土 21 8 13 2 7 18 8 25 70) 7630 0 疑灰岩

第10表 地輪一覧
図 遺物番号出J立置 A(cm) B(cm) C(cm) D(cm) E(cm) F(cln) 重量債) 石 材 備 考

1五集 18 5 18.4 (133) (85) 11 (7500⑪ 凝灰岩 墨書あり (3面 )
1五集 19_8 20 0 115 14 (78400) 凝灰岩 塁書あり (1面 )
22土 18 5 2 187 (83) (123) 67700 凝灰岩 墨書あり (3面 )
22土 22 9 22 〔 02) (120) (90000) 凝灰岩 墨書あり (1面 )
1五集 20 1 19 2 73 17_5 10000 0 凝灰岩 墨書あり (3面 )
1五集 19 3 19 2 (130) 14 0360ω 安山岩
2五集 18 2 17.こ (14.0) (84900) 凝灰岩

1五集 19 2 162 18 〔 16 0 8640 0 凝灰岩

51 l五集 19 6 187 19 2 (125000) 安山岩

l五集 18 4 122 18 7 71 (160) 9800① 安山岩
遺構外 18 0 71 17 1 安山岩

第11表 宝医印塔もしくは六地蔵憧

―-66-―

図 宣物番号1出上位暦 A(cm) B(cm) C(cm) D(cm) E(伽 ) F(cm) G(cm) H(cm) I(cn) 重量俊) 石 材
2五集 13 7 10 4 (165) 11 8 (35) 141 2520 0 安山岩B
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図版 1

調査区全景① (西から)



図版 2

調査区全景② (東から)



図版 3

調査区全景③ (西から)
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調査区全景④ (真上から)
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調査区近景② (西から)
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3号住居跡遺物出土状況①

3号住居跡遺物出土状況②
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3号住居跡遺物出土状況③
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図版 13
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5号住居跡 カマド② 5号住居跡 完掘状況② (北から)

5号住居跡 遺物出土状況① 5号住居跡 遺物出土状況②
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